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はじ め に

四国地域の森林帯は，極めて急峻な地形 と脆弱な地質構造か らな り，梅雨前線による集

q l豪雨や台風による暴風雨に見舞われる額度が頗 る高い。その結果，土壌流失による林地

の地力低下と共に，侵食・ 崩壊・地すべ りによるU＿l地災害の頻発が危供されている。従って，

地力維持に有効な森林施業法の確立と共に，森林のU」地災害防止機能の適正評価に係 る実

別的な研究が強 く要請されている。同時に，四国地域の森林は，概ね温暖多雨地帯に属 し，

褐色森林土 を基調 とする土壌条件下にあるので，林地の生産力が高 く，結果 としてスギ ・

ヒノキを中心 とする拡大造林が盛んであ り，人工造林率 は6‖‘にも達 し，全国平均を大 き

く上回っている。従って，産地間競争力 を付与す る適正な保育技術の確立や，穿孔性害虫

はじめ森林の病虫獣害防除技術の開発が求められている。

一方，21世紀を見すえた新たな林政の枠組みとして，「森林の流域管理システム」がスターー

トして丸 2 年 を経過 し，凹国地域では三つの特徴的な広域流域 ごとに，その実現に向けた

取り組みが鋭意開始 されている。その結果，これら三つの広域流域 に共通の自然条件は，

従来どお り「急峻な地形 と脆弱な地質構造からなる高度に人工林化の進んだ地域」 として

位置づけられるので， このことを再認識 して，今後の四国支所における研究の推進方向 と

目標 を検討する必要がある。

さて，現在の当支所の研究問題は，四国における「環境保全的森林施業技術の向上」 と

共に，「高度に人コニ林化 した地域における林業経営技術の向上」 を図ることを目的 とし，平

成4 勾二度には6 中課題，27実行課題に係る研究が実施 され，そのうちの11課題が完了 した。

主要な研究成果 としては，斜面の水環境 と林床植生，二段林下木の形質，キパテの生態 と

被害な どに係 る成果が挙げられる。その他の完了課題及び継続課題 については，いずれ も

ほほ計画通 りに試験・ 研究が進捗 し，それぞれ有効な知見が得 られた。なお，森林総合研

究所の本・支所が共同 して全国的に実施 している「酸性雨等森林被害モニタリングステー

ション構築」の－・環 として，当支所では「四国ヒノキ林 における森林環境の解析」の課題

を分担 し， ヒノキ林分の林外雨，林内雨，樹幹流等を継続調査中である。

以上，平成 4 年度に当支所で実施 された全課題の成果，ない しその進捗状況を総括 した

のがこの年報であ り，これ らの内容についてご批判・ ご意見をいただければ幸いである。

筆を置 くに当 り，当支所の研究業務の遂行に対 し， 日頃絶大なるご協力， ご支援 をいた

だいている産・官・学すべての関係各位に対 して，ここに深厚なる謝意 を申 し上げたい。

平成 5年 9 月

P 引司支所長 陶U＿J 正憲
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平成 4 年 度 の 研 究 課 題（平成4年4月現在）

研究間道 ⅩⅦ 豪雨急傾斜地域における森林施業技術の体系化

課

1 ．環境保全的森林施薬技術の向上

（ 1）森林施業 と土壌保全効果 との関係解明

①一斉林施業が地表侵食に与える影響の解明

a 一斉林施業が地表侵食に与える影響

の解明

b 林地管理の粗放化に伴 う土壌保全機

能の変動評価

②一斉林施業が土壌の物理的性質に与える影響

の解明

a 一斉林施薬が土壌の物理的性質に与

える影響の解明

（ 卦施業が土壌の水分動態に与える影響の解明

C 斜面の水環境が林麻植生型 に与える

影響の解明

d 保育施業が林地土壌の水環境におよ

ほす影響

⑥複層林施業による土壌保全効果の解明

a 複層林施業による地表保護効果の解

明

（ 2）スギ・ ヒノキ寄複層林施業技術の開発

①スギ，ヒノキニ投林下木の形質の解明

a スギ， ヒノキニ段林下木の形 質の解

明

C 二段林施薬が林木の水分生理 に及ぼ

す効果の解明

④複層林における病虫獣害の発生要田の解析

a 複層林における病虫獣害の発生要田

の解析

担当
研究室

林地保全研

林地保全研

林地保全研

林地保全研

林地保全研

林地保全研

造林研

造林研

保護研

（ 課監責任者）
課老担当者

（ 陶山 正憲）

（ 岩川 雄幸）

幸

子

三

幸

子

覚

三

雄

桂

敏

雄

桂

敬

川

田

井

川

田

浦

井

岩

音

平

岩

書

三

平

吉田 桂子

岩川 雄幸

平井 敬三

三

幸

子

覚

三

幸

子

敏

雄

桂

敏

雄

桂

井

川

田

浦

井

川

田

平

岩

音

三

平

岩

書

岩川 雄幸

吉田 桂子

三浦 寛

平井 敬三

（ 竹内 郁雄）

竹内 郁雄

川崎 達郎

川崎 達郎

竹内 郁雄

峰尾 一彦

山崎 三郎

声1二
（ 研究推進責任者 ：陶 山 正憲）

予算区分

5

～元

4 － 6

元一 5

4

一元

2 ～ 4

3 ～ 7

元～ 5

2 ～ 6

6 3 ～ 4

経常

特別 〔中山間保全〕

経常

大型別枠

〔 生態秩序〕

経常

経常

指定 〔土砂流亡〕

経常

経常

経常
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2 ．

経常

経常

経常

経常

経常

経常

経常

予算区分

経常

指定 〔漏脂病菌〕

経常

担当研究室

造林研

経営研

経営研

保護研

（課老責任者）課老担当者
せ 章

研　　 究　　 課　　 題

（陶 山　 正 憲）

元 ～ 5

63 ～ 9

3 ～ 4

60 ～ 4

高度 に 人工林 化 した地域 に お ける林 業経営 技術 の 向上

（1）高 生産 力 林 地 にお け る スギ ・ヒ ノキ林 の施 業 技術 の （竹 内 郁 雄）

竹 内 郁 雄

改善

（さ枝打 ち繰 り返 し林分 の 林分構 造 の解 析

a 枝 打 ち繰 り返 し林分 の 林分 構造 の解

析 川崎 達 郎

松村 直 人

青 田 実

宮本 知 子

宮本 知 子

松村 直 人

吉 田 実

（峰尾 一 彦）

山崎 三 郎

井上 大 成

山崎 三 郎

（彰人工 林 の構 造解 析

a 人工林 の構 造解 析

b 人工林 にお ける分布 モ デ ルの検 討

（Z）温暖 多雨 地 にお け る病虫 害防 除技 術 の開発

（丑キ バチ 類 の生態 と被 害 解析

a キバ チ類 の生態 と被 害 解析

b モニ タ リ ングに よる キバチ 等材 質劣 保革 研

保 護研

・倖 護研

保 護研

保 護研

保 護研

4 － 6

60 － 4

4 － 6

元 ～ 4

2 － 4

元 ～ 4

化 害虫 の分 布調 査 井上 大 成

井上 大 成

③ 食葉 性 害虫 の発 生機 構 と個体 群 動態 の解 析

a 食 葉性 害 虫の 発生機 構 と個 体群 動態

の解 明 ＿　 山崎　 三 郎

b 特 用広 葉樹 を加 害 す る昆虫 の生 態 の 井上　 大成

解 明 と被害 解 析 山崎 三 郎

峰尾 一彦

峰尾 一彦

山崎 三郎

④ ヒ ノキ樹 脂 胴枯 病 の生 態 と発生 株構 の解 明

a ヒ ノキ樹脂 胴 枯病 の生 態 と発生 機構

の解 明

b ヒ ノキ漏 脂性 病害 の漏 脂原 因 の解 明

及 び被 害 地の環 境 解析

⑥ マ ツ ノマ ダ ラカ ミキ リ寄生性 糸 状菌 の新 利 用

法 の 開発

a マ ツノ マ ダ ラカ ミキ リ寄生 性 糸 状 菌

の新 利用 法 の開発 峰 尾 一彦

井 上 大成
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研 課 担当
研究室

（ 課題責任者）
課題担 当者

b 四国地方における枯損動態 と防除効

果の評価

（ む病虫獣書発生情報の収集と解析

a 病虫獣書発生情報の収集と解析

b ヒノキカワモ グリガ被害発生林分の

解析

C 林業生産を阻害する野生動物の生態

の解明

d 四国地方のシカ・カモシカによる林

木被害軽減技術

（ 3）施業形態の多様化傾向下における林業経営技術の改善

（ D 施葉形態の特性評価 と施業の体系化

C 森林継続調査法による長伐期林分情

報の整備方式の開発

③スギ択伐天然更新地における更新法の評価

a スギ択伐天然更新地における更新法

の評価

（ 4）有用広葉樹林の施薬技術の開発

（ D 混生広葉樹林の階層構造 と光環境の解明 －

b 樹冠空間の光環境の解析 と枯死発生

過程の解明

研究問題 Ⅳ 森林環境形成機能の解明と評価

課

「

」

2 ．人間活動に よって生 じる環境 インパク トの森林への影

響評価

（ 1）大気汚染等の森林生態系への影響評価

③大気汚染等の森林に与える影平の評価

b 酸件 雨等モニ タリングセ ンタース

テーション構築

一四国 ヒノキ林における森林環境の

解析 －

保護研

研

研

研

研

護

護

護

護

保

保

保

保

経営研

経営研

造林研

経営研

当
室究

担
研

几
」

環境・科長

造林研

林地保全研

保護研

祥昔研

山崎 三郎

峰尾 一彦

井上 大成

彦

郎

成

郎

成

郎

成

郎

一

三

大

三

大

三

大

三

尾

崎

上

崎

上

崎

上

崎

峰

山

井

山

井

山

井

山

郵田悟

松村 直人

吉田 実

宮本 知子

吉田 実

（ 陶山 正憲）

川崎 達郎

竹内 郁雄

松村 直人

（ 研究堆進責任者 ：有光 一登）

（ 課題責任者）
課題担当者

（ 堀田 庸）

竹内 郁雄

ほか各研究室員

研究年度

2 － 6

予算区分

特定

〔 モ ニ タリン グ〕

研究年度

4 － 8

元 一 9

2 － 4

予算 区分

特 定 〔生物的防除〕

経 常

特 別 〔穿孔性害虫〕

4 － 6 経 常

4 ～ 6

3 ～ 7

3 ～ 5

元 ～ 4

指 定 〔被害 軽減〕

技 発 〔継続調査法〕

経常

大型 別 枠

〔生態 秩序〕
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1 一（1）森林施業と土壌保全効果との関係解明

林地における土壌の保全は森林の生産機能や環境保全機能の維持・増進に不可欠である。施業方法によっ

ては，土壌の流亡や土壌の理化学性の悪化を招き，水土保全機能や地力の低下を引き起こすおそれがある。

しかし，施業方法と土壌保全効果の関係については，解明されていない点が多い。そのため，この中課題で

は，各種の森林施業が行われている林地を村象に，枝打ち，間伐などの外部インパクトによる土壌特性の変

動を明らかにし，森林施業が水土保全および地力変動に及ぼす影響を解明することを目的としている。

平成 4 年度は，①「－・斉林施業が地表侵食に与える影響の解明」，（参「－・斉林施業が土壌の物理的性質に

与える影響の解明」，③「施業が土壌の水分動態に与える影響の解明」，⑥「複層林施業による土壌保全効果

の解明」の 4／ト課題について， 6課題の研究を実施した。その概要は下記の通りである。

（ 彰一－a 「一斉林施業が地表侵食に与える影響の解明」

ここでは，間伐期 にあるヒノキー斉林 において，枝打ち後の林内残存枝条の処理方法の違いが林地の地表

侵食に及ぼす影響を検討した。1988年に，高知営林局本山営林署中ノ川匡精一林の29年生ヒノキー斉林に，枝

打ちを実施 した後に，枝粂 を除去または散布 した処理区，枝打 ちを実施 しない村照区，さらに同一斜面上の

スギー・斉林対照区 （無処理）の 4 試験 区を設定 し，土砂受 け箱 を用いて，表層の有機物，細土，礫の移動量

を3 年間測定 した。 これまでのデータをまとめて比較すると，稔移動量は， ヒノキ枝条除去区 とヒノキ対照

区で多 く，ヒノキ枝条散布区やスギ対照区の 3 ～ 5 倍であった。また，移動量の多かったヒノキ枝条除去区，

ヒノキ対照区では細土・礫の鉱質物質が90ヲ‘を占めたのに対し，ヒノキ枝条散布区，スギ対照区では有模物

の占める割合が高か った。このことから，間伐前のヒノキ閉鎖林分では，枯れ上が りによる枝条供給 だけで

は地表保護効果が不十分であることが示唆 され，枝打 ちなどを実行す ることが林分保育の面だけでな く，地

表保護の面からも効果があることが明らかになった。

①－－b 「林地管理の粗放化に伴う土壌保全樵能の変動評価」

この課蓮は本年度から開始 した課題で，管理が粗放化された森林における土壌流亡の実態を把握し，それ

に伴 う土壌保全機能の変動 を明 らかにすることを目的 としている。本年度は，間伐期 にある一斉林を対象 に，

間伐の実施が林地表層土壌の移動・ 流亡お よび保水機能に及ぼす影響 を調べ た。上述（》－ a の試験地であ

る本山営林署中 ノ川国有林の ヒノキおよびスギー斉林で，それぞれ本数率34．5 ヲ‘，42．2 ％の間伐 を実行 した

後，枝粂を除去 したヒノキ除去区，散布したヒノキ散布区，無間伐のヒノキ対照区および枝条を散布 したス

ギ散布区の 4 試験区を設定 し，土砂受け籍お よび土柱 ピンを用いて表層物質の移動 を測定 した。 また，間伐

前と間伐 7 カ月後に採土円筒を用いて表層土壌を採取し，孔隙組成の変化を検討 した。その結果，総移動量

ではヒノキ散布区とスギ散布区が同程度で非常に少なく，ヒノキ対照区ではその 2 － 3 倍，ヒノキ除去区で

は4 － 8 倍の移動量があ った。ヒノキ林において も，間伐実行時に枝条 を林地に散布す ることによって，ス

ギ林同様の地表保護効果が期待されることが明らかになった。土柱 ピンによる測定で も土砂受け箱 とほぼ同

様の結果が得 られ，対象地が土砂の流亡城 にあるか，堆積域 にあるかの簡易判定 には有効であろうとみ られ

た。孔隙組成の比較では間伐の影響 は認め られなかった。

②－－a 「一斉林施業が土壌の物理的性質に与える影響の解明」

ここでは，地形，土壌型の異 なるヒノキーー斉林の表層土壌の物理性を比較するため，窪川営林署葛篭薮山
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国有林の86年生 ヒノキー斉林内の上部平衡斜面 （Bc 型土壌） と中部凸型斜面 （BD（d）型土壌）に試験 区を設

定した。両試験区の地表の状態を記載するとともに，円筒試料を採取して物理性を比較した。その結果，上

部平衡斜面の方が A o 層， A 層 ともに厚 く，A o 層の被度 も高か った。中部凸型斜面では表層 に 1 － 3 cm の

角礫がきわめて多かった。透水性を比較すると，上部平衡斜面では39－301m l／分とバラツキが大きかった

のに対 し，中部凸型斜面ではおおむね約160m l／分以上と良好であった。

③一 C 「斜融の水環境が林床植生型に与える影響の解明」

ここでは，吾川郡春野町のスダジイが優占す る常緑広葉樹林において，主要林床植物の養分特性を，養分

要素別の季節変動 から明らかにす ることを目的 とした。斜面位置別 に設定 した 3 カ所の試験区 （P l ：尾根

付近，P 2 ：斜面上部弱凹地形，P 3 ：斜面中部凹地形）および隣接する伐採地から主要な林床植物を定期

的に採取し，養分分析を行った。その結果，ツバキおよび斜面上の一部に限定して分布する木本種の N 含有

率は，伐採地の方が P l や水分条件が より良好 な P 2 よりも，新薬展開直後では明 らかに，充実期で も比較

的高 くなっていた。 このことか ら，更新初期にはN が効率的に吸収・ 利用 されていることが考えられた。ま

た，限定 して分布する木本種では常緑，落葉種ともに，水分や養分などの条件の良い，斜面のより下部に生

育するものほど，高い N 含有率を示した。本課題は本年度で完了し，次年度から「常緑広葉樹林の再生過程

における土壌水分条件の役割」を実施する。

③－－d 「保育施業が林地土壌の水環境におよぼす影響」

ここでは，間伐が土壌の水環境に及ぼす影響 を明らかにすることを目的 とした。本山営林署中ノ川国有林

のスギ林およびヒノキ林に試験地を設定し，間伐前後の土壌水分張九 土壌水溶存成分濃度，林床植生量，

光環境な どを測定 し，立地環境の変化を検討 した。 ヒノキ林で土壌水分張力 を測定 した結果，各層位 とも間

伐後，pF 値で0 ．2－0．3程度高 くなり，間伐 による表層土壌の乾燥傾 向がみられた。土壌水中の溶存成分濃

度については間伐後に濃度の高 まりがみ られた。 ヒノキ林では間伐前 には相対照度 6 ％と非常 に暗か ったの

に対 し，間伐後には22 ％とな り，光環境がかな り改善されていた。林床植生の種数は，間伐後には，スギ林，

ヒノキ林 ともに3 －4 倍になった。間伐による光環境の改善に伴 う林床植生の発生 は，間伐後の土壌水溶存

成分の濃度上昇 とその流亡に伴 う地力低下 を防 ぐ上で重要であることが示唆された。本課題は本年度で完了

した。

⑥【 a 「複層林施業による地表保護効果の解明」

ここでは，複層林施業の地表保護効果を給合評価するため，立地環境条件が類似 し， しかも近接 した複層

林と一l斉林 において，表層土壌の移動状況 を調査 し，複層林の地表保護効果を簡便に判定・ 評価で きる指標

を摘 出することを目的 としている。本年度は窪川営林署仏ケ森山および葛篭薮山国有林内の複層林 と一斉林

に調査区を設定 し，土壌侵食評価項 目として目視による 4 段階評価で土壌流亡度，細根露出度，お よび土柱

発達度を，地表保護田子としてA o 層・ コケ・林床植生の被度などを調査するとともに，毎木調査，簡易土

壌調査を行 った。侵食評価 3 項 目の評点の和 を侵食強度 として，地表保護国子 との相関関係 を検討 したとこ

ろ， A o態 十コケ被度 と侵食強度 との間に高い相関が認められた。A o 層＋コケ被度の目視による判定 は，複

層林における地表保護効果の簡易評価法 として有効 と考 えられた。
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1 －（2） スギ・ ヒノキ等複層林施業技術の開発

この中課題 は，複層林の中で最 も多 く造成 されている二段林 を中心に，林内の光環境や施業方法が下木の

成長や形質に及ぼす影響を解明するとともに，環境の変化が樹木の水分生理に及ぼす影響や樹木の水分生理

からみた適切 な複層林施業 を解明す る。 また，複層林での病虫害の実態を明 らかに して，その防除技術 を確

立する。これらの結果から，複層林の適正な纏持管理技術の開発を図ることを目的としている。

平成4 年度は，①「スギ・ ヒノキニ段林下木の形質の解明」，④「複層林における病虫獣害の発生要因の

解析」の2 ノト課患について， 3実行課題が実施された。これら課題の中で，④－ a 「複層林における病虫

獣害の発生要因の解析」が本年度 をもって完了 した。

①爪 a 「スギ，ヒノキニ段林下木の形質の解明」

スギが上木の二役林 9 林分 （P －1 ～ P －9 ）で，不定枝発生の実態調査 を行 った。これは，下木の正常 な

成育 を図るため上木に強度な間伐や択伐が行われると，スギ上木の枝下部 に不定枝の発生することが多 く，

発生部で は無節材生産がで きないため質の低下を招 くと考 えられたためである。正常枝の枝下高よ り低い位

置に不定枝が発生している個体を不定枝発生個体とし，正常枝より低い位置にある不定枝の本数，不定枝を

含む枝下高 を測定 した。不定枝が発生 した本数／調査本数は， P －1 が16／19， P －2 が13／18， P －3 が15

／16， P －4 が15／19， P －5 が12／15， P －6 が12／19， P －7 が1／13， P －8 が11／21， P －9 が6／13で，

調査林分すべてで不定枝の発生がみられた。このため，不定枝を含めた平均枝下高は，正常枝の平均枝下高

に比べ，最大7．8 m （P －1 ） から最小0 ．1m （P －7 ）低下 した。個体での不定枝発生状況 をみると，正常枝

の枝下高率 （樹高に対する枝下高の割合）が高 くなるほど不定枝が多 く発生 し，正常枝の枝下高 と不定枝を

含めた枝下高の差が大きくなる傾向がみられた。

①【 C 「二役林施業が林木の水分生理に及ぼす効果の解明」

スギの系統による耐陰性の遠いや，実生苗 と挿 し木苗の耐陰性の違いを，光合成や蒸散等の生理面から検

討するため， 1 回床替え 2 年生首を明るさの異なる林内に植栽 した。

④－－a 「複層碓における病虫獣害の発生要因の解析」

4 0年生 スギ上木に黒点枝枯病が発生 しているスギースギニ段林で，下木の 5 年生ヤナセスギ 6 系続につい

て黒点枝枯病の実態調査を行 った。また， これ と隣接す るスギー・ヒノキニ投林で， 5 年生 ヒノキ下木に発生

したノネズ ミによる被害の状況を調査 した。ヤナセスギ下木の黒点枝枯病は，系統による発病の差は明 らか

でなかった。 6 系統を合わせた下木341本のうち205本に発病が認め られ，その本数割合は60 ％であった。病

枝数は，発病個体当た り平均1．9本であった。一方， ノネズ ミによるヒノキ下木 の被害 は，下木植栽直後か

ら受けていたと推察 され，572本のうち54 ％に当たる307本が食害を受け，その うち93本が枯死 していた。捕

獲された ノネズ ミは， ヒメネズ ミとス ミスネズ ミであった。なお， ノネズミによる被害 はヒノキ下木だけに

発生 し，隣に植栽 されている同齢のヤナセスギ 6 系続の下木には発生 しなかった。

隣接す るスギ林分に黙 点枝枯病が発生 しているスギ次代検定林 の104の クロー ンでは，すべての個体にス

ギ黙点枝枯痛が発生 しているクローンか ら， 1 本 も発生 していないクローンまでみられ， クロー ンによる発

病抵抗性の違いが示唆 された。このほか，スギ上木のコプ病がスギ下木に感染 したもの，林内，または周辺
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部のネズ ミサ シかヒノキからの感染によると思われるヒノキ下木の樹脂胴枯病なども認め られた。この課題

は，本年度で完了としたが，上木の病害が下木に感染す るメカニズムの解明や被害軽減技術の開発等が，今

後検討 しなければならない課題として残された。

2 －（り 高生産力林地におけるスギ・ ヒノキ林の施業技術の改善

この中課老では，若いスギ， ヒノキ人工林で無節性の高い優 良材を生産するためには，枝打 ちを何回か繰

り返して行う必要があり，枝打ちを繰 り返した場合に，林齢や個体の大きさ等による林分構造や成長に及ぼ

す影響 を明 らかにす る。 また，施業の違いによる林分構造の変化 を明 らかに して，四国地域の施業技術の改

善を図 り，併せて施業に応 じた成長予測法の改善 を図ることを目的としている。

平成4 年度は，②「枝打ち繰り返 し林分の林分構造の解析」，④「人工林の構造解析」の2 ／ト課題につい

て3 実行課恕が実施された。これらの課題の中で，④－ b 「人工林における分布モデルの検討」は本年度

をもって完了 した。

②－－－a 「枝打ち繰 り返 し林分の林分構造の解析」

枝打ちの繰 り返 しが形状比 （樹高／胸高直径）に及ぼす影響 を明 らかにするため， ヒノキ 4 林分 とスギ 1

林分で枝打ち区 と対照区との比較 を行 った。枝打ち区は，枝下直径が 4 cm になるように 2 － 3 年ごとに枝打

ちを4 ～ 5 回線 り返 している。立木密度が2300～2700本／ha の ヒノキお よびスギ対照区の形状比 は，平均

樹高が小 さい時点では成長とともに急激に低下 し，低密度の林分では樹高 6 ～ 7 m ，高密度の林分では樹高

5 m 前後で最低 となった。それ以降の形状比は，成長 とともに順次高 くなる傾向がみられた。枝打 ち区の形

状比は，同 じ林齢の対照区 と比較すると，ヒノキ 1 林分では低 く，ヒノキとスギ各 1 林分ではほぼ同 じ値に，

ヒノキ 2 林分では高 くなった。平均樹高の同 じもので比較す ると， 6 m 前後 までは枝打ち区の方が対照区よ

りも形状比は低い傾向がみ られたが，それ以降は枝打 ち区の方が高 くなった。

④一・a 「人工林の構造解析」

高松署管内浅木原スギ人工林，西条署管内西 ノ川山ヒノキ人工林および窪川署管内下ル川山スギ人工林 の

各収穫試験地で定期調餐 を行い，林分構造の変化や成長経過等の分析 を行 った。 また，別封地方のスギ， ヒ

ノキ人コニ林の成長予測を精度 よく行 うため，高知営林局管内の施業標準地の定期測定資料を収集，整理 し，

その検討 を行 ってお り，本年度は齢級別の樹高成長について検討 した。地域施業計画区の齢級別平均樹高に

対して分散分析 を行った結果，スギ， ヒノキ とも5 ％水準で， 5 計画区間での有意な差はみられなかった。

また，全計画区の平均樹高値について，ミッチャーリッヒの成長曲線をあてはめ，スギ，ヒノキの林齢と平

均樹高の関係式のパラメーターを求めた。

④－・b 「人工林における分布モデルの検討」

高知営林局管内の各地域施業計画区において，齢級ごとの直径分布，樹高分布の推移を把握 し，地域間の

比較を行った。スギの直径成長は安芸，高知，松山で，樹高成長は安芸，高知，四国西南でよい傾向がみら

れた。また， ヒノキの直径成長は，高知，四国西南，安芸で，樹高戌長は松山，高知でよかった。四国西南

については，直径，樹高分布の正規性の検定を，樹種別，齢級別に行った。ほとんどの齢級で直径，樹高分
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布に対する正規分布の仮説が棄却された。概 して若齢級では正に歪み，特に直径分布で歪みは顕著であった。

高齢級 になると直径分布の歪度は小 さく，樹高分布では，負 に歪み，モー ドが右 に偏 っていた。尖度は，直

径分布より樹高分布が正規分布から大きく離れて推移していた。これらの傾向は，スギ，ヒノキともよく似

ていた。直径一樹高 2 次元分布上での間伐対象木の分布は，スギではかなり広い範囲で間伐されているのに

対し， ヒノキではやや下層間伐的な傾向がみ られた。 この課題は，本年度 をもって完了 とした。 これまでの

成果から，高知営林局管内におけるスギ，ヒノキ人工林の平均的な成長 と直径・ 樹高分布の推移が把握で き，

四国地方スギ， ヒノキ人コニ林 を対象 とした，平均的な収穫予測表 として活用で きる。

2 ∩（2） 温暖多雨地における病虫害防除技術の開発

本課題 は，温暖多雨地 を中心とした四国地域の森林に発生す る病虫害の発生機構の解明 と被害解析 を行い，

適切な防除技術を開発することを目的としている。

平成4 年度は①「キバチ類の生態と被害解析」，③「食菓性害虫の発生械構の解明」④「ヒノキ樹脂胴枯

病の生態と発生機構の解明」⑥「マツノマダラカミキリ寄生性糸状菌の新利用法の開発」⑦「病虫獣告発生

情報の収集と解析」の 5 ／ト課題に設定した12実行課題について調査・研究を実行した。

①－－a 「キバチ類の生態と被害解析」

本年度 もキバチ類の防除法の開発試験 として，成虫の密度軽減 を目的 とした誘引剤 （商品名 ：ホ ドロン）

による誘殺試験を行った。本年度は実朋化の可能性をにらみ，特にキバチの活動空間を明らかにするため，

誘引器の設置高お よび設置距離 による誘引数の遠い を調査 した。前者では地上 2 m 附近での誘殺数が多いこ

とが明らかになったが，後者では急傾斜地のため大面積で均一な試験地の設定が難しいこともあって，適当

な結論は得られなかった。なお，当実行課患は本年度で完了 し，残された間老は①－－b の実行課患におい

て解明することとする。

①【 b 「モニタリングによるキバチ等材質劣化害虫の分布調査」

誘引剤 を用いた害虫のモニ タリング調査 として，アカネコール （ ：商品名）によるスギ ノアカネ トラカ ミ

キリとホ ドロン（ ：商品名） によるニホ ンキパテの分布調査を四万十川流域の東津野村 と梼原町 （合計20地

点）でそれぞれ行った。スギノアカネ トラカミキリは確認で きなかったが，ニホ ンキバチは全域に広 く分布

していることが明らかとなった。

③一 a 「食菓性害虫の発生機構の解明」

緑化樹害虫 としてイボタノキ，ネズ ミモチなどに寄生するタロポシ トビハ ムシの成虫の生活史と樹上での

行動習性を明らかにした。今後は成虫以外の各ステージの生態，化性，季節ごとの性成熟状況などを調査す

る必要がある。またヘ リグロテン トウノミハムシの発生経過 はこれ までに行われた関東地方での結果 とほぼ

同様であ ったが，高知市周辺では一部の成虫が樹上越冬することが明 らかになった。今後は四国地方での産

卵特性を明らかにし，他の地域と比較する必要がある。なお，当課掛 ま本年度をもって完了し，残された間

艶卓は次の実行課題③爪 b で調査を継続する。
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③－－b 「特用広葉樹を加害する昆虫の生態の解明と被害解析」

特用広葉樹であるシキ ミに穿入加害す るクスアナアキゾウムシとタラノキに寄生す るドゥガネッヤハムシ

の生態などを調査 した。調査の結果，前者 は，高知県の山間部では基本的には 2 年 1 化の生活史を持つ と考

えられたが， さらにくわしい調査が必要である。後者では，成虫は 3 月下旬頃か ら11月上旬 まで樹上で観察

されたが，幼虫は樹上 にはご く少数 しか見 られなかった。 このためタラノキ栽培で問題 となるのは，成虫が

春先に新芽を食害する場合であると思われた。

④－ a 「ヒノキ樹脂胴枯病の生態と発生桟構の解明」

本年度 は，香川・愛媛両県において被害地調査 を行 なったところ，感染源はいずれも林内のネズ ミサシか

嘲辺のヒノキ老木であった。このことから，被害発生地においてヒノキを植栽する際には，感染源に十分注

意する必要がある といえる。各地 の試料 からは 5βi舶 i加桝仙れicom g が分粧 され， このうち当支所構 内と香川

県仲南町の試料を用いて菌の生育状況の比較試験を行なったところ，後者の菌がより良好な成育を示した。

この実行課匙は本年度で完了し，残された問題点は⑦－・a で実行する。

④一I b 「ヒノキ漏脂性病害の漏脂原田の解明及び被害地の環境解析」

本年度は，被害地の環境解析 として 7 か所の被害林において穿孔性害虫の寄生 と獣類による剥皮跡 を調査

し，傷害部からの菌の分社試験を行った。その結果，傷害部からC仰わゆ ゆ夕ぶiざおよびαぶね伽 属菌が検出

された。この実行課題は本年度で完了し，残された問題点は⑦一一a で実行する。

⑥一－a 「マツノマダラカミキリ寄生性糸状菌の新刊用法の開発」

本年度 もマ ツノマダラカ ミキ リの生活史とマ ツノザイセ ンチ ュウ保持数などを調査 した。特に，マツノマ

ダラカ ミキ リの発生消長と死亡要因のほか，その保持線虫数，線虫保持率などを前年同様高知県下の当支所

構内（A）と中土佐町久礼（B）のそれぞれの枯損木を用いて調査 した。成虫の50％発生日は前者では 6 月25 日

で，前年よ り10 日近 く遅れたが，後者では6 月 5 日で，枯損木が長期 間裸地に放置 されていたこともあって

逆に10 日ほ ど早かった。構内産の β仙 叩γiα菌 などによる死亡率 は， 中土 佐産 に比べ て10％以上高かった。

またカミキリの保持線虫数，保持率および 6 年生クロマツへの接種試験などでも両地区に大きな差はなかっ

た○ しか し，個体飼育中のカ ミキ リムシが後食 している餌木への線 虫侵入率では（A ）が47％に対 し，（B）で

は89％ほぼ 2 倍 の侵入寧であった。なお，この実行課題 は本年度で終了 したが，発生消長の調査等は本年か

ら始 まった（む一 b で継続 して実行す る。

⑥－－・b 「四国地方における枯損動態と防除効果の評価」

本年度は，枯損動態調査 を高知県大方町の入野野松原で実行 したほか，防除効果の評価の解析 をおこなう

ため，防除実施地区と無散布地区両試験地の選定を香川県下で行 った。 またいずれの調査地か らも，これま

での枯損動態の推移と防除結果ならびに気象に関するデータを収集した。

⑦一－a 「病虫獣害発生情報の収集と解析」

別国各地の病虫獣害の発生情報 を収集・ 解析 し，その対策 と指導を行った。 しか し，被害報告はおおむね
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断片的であ り，組織的な収集・指導体制にはなっておらず，迅速な防護策 に欠けるという問題がある。今後

は，各県・営林局 との技術部での情報・ 普及のネ ットワークを作 ってい く必要がある。本年度の別国 4 県 ・

高知営林局からの診断依頼件数は60件であった。特 に 9 月以降マ ツの激書型枯損が多発 し，なかで も高知県

中・ 東部で庭園木などに単木的な被害が多 く発生 し，診断依頼が急増 した。またカ ミキリムシによる穿孔被

害がスギ（クワカミキリ），ヒノキ（スギカミキリ），クヌギ（シロスジカミキリ），ケヤキ（種不明），サカ

キ（ゴマダラカミキ リ）のいずれも幼 ～中齢木 に発生 した。クワカ ミキリの針葉樹への加害 は日本初記録で

ある（高知県香北町）。スギカ ミキ リは香川県下の20”30年生の ヒノキに発生 したが，被害 木はすべて枯死

していることか ら，今後の動向に注意が必要である。 また四国山地東部ではスギ・ ヒノキ幼齢木造林地にシ

カ，カモシカ， ノウサギの被害が多発 し間畏 となっている。

（ うー b 「ヒノキカワモグリガ被害発生林分の解析」

本年度は成虫の生態，幼若ホルモンの効果の生物検定，被害発生の樹種間差などを調査 した。雌成虫の交

尾回数 を雌体内の精色数から推定 したところ，いずれも 1 匝Iであると考えられた。幼若ホルモン（S －31183）

を雌成虫に接種 し，産下卵のふ化状況 を調べたが，有精卵は卵内幼虫まで生育 した もののまったくふ化 しな

かった。本種は従来，ヒノキよりスギを多く加害することが知られているが，高知県下ではむしろヒノキに

約3 倍ほ ど多 く寄生 していることも明 らかになった。本課題 は今年度 をもって完了 した。

⑦－・C 「林業生産を阻害する野生動物の生態の解明」

昨年度に引 き続 き，シイタケほだ木を破砕する獣類の種の特定 とその生態，ほだ木被害量の品種間差 を調

査しているが，大正町ではリスによる加害が確認 されたほか，・被害林内 （ほだ場） に設置 した巣箱ではムサ

サビ・モモンガが捕獲された。また，被害はある特定の品種に集中する傾向があることが明らかとなった。

⑦一 d 「四国地方のシカ・ カモシカによる林木被害軽減技術の確立」

別封地方においては最近，野生生物 による森林被害が顕在化 して きている。特に四国山地東部の魚梁瀬営

林署管内でのシカ・ カモシカによるスギ・ ヒノキ造林地での食害が林業経営上の深刻な問題となっている。

そこで， この管内における被害状況 を把握 し，簡便な被害の軽減 を図 るため，被害の実態調査 と生息数の確

認（直二接観察）調査のほか，固定試験地を設定 し，食害からの被害の類型化調査 と個体識別によるカモシカ

の観察を毎月 1 回行った。また，有害獣駆除によって捕獲されたシカの胃内容物検査と年齢査定を行った。

その結果，被害は管内全域に及び，特 に植栽 4 年後頃までの幼齢造林地に多 く，加害種 はシカ，カモシカの

ほか初期にはノウサギによる主軸切断 も多 く見 られ，被害の型 はおおむね中～教書型を呈 していた。冬季の

シカの胃内容物からみた食物組成では，グラミノイ ドとヒサカキなどの広葉樹が大半を占めていたが，スギ

の含有率，出現頻度 も比較的多 くみ られた。
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2 －（3）施葉形態の多様化傾向下における林業経営技術の改善

我が国の林業地域区分の中で も人工林化率が最 も高い四国地域においては，近年ますます高 まりつつある

森林の環境保全機能に村する要求と，経済行為である林業経営との融合点を見いだすことが最大の課題と

なっている。さらに当地域は，労働力の都市集中化傾向が衰えない現在，林業労働力の確保が極めて困難で

あり，都市労働者 と同等の賃金支給，林業労働分散化の施業体系策定等によって，林業存続 のための施策を

立てることも圭要な課篤 となっている。

当地域の自然条件 は，豪雨型の降水と急峻な地形に特徴づけられ， 自然環境 を保全 しながら林業経営 を行

うのに必ずしも適 した立地にあるとはいえない。しかし，当地域は林業を含めた第一・次産業が基幹産業となっ

ているため，森林・林業研究に対する行政や住民の期待は極めて強い。

平成4 年度は，①「施業形態の特性評価と施業の体系化」，③「スギ択伐天然更新林における更新法の評価」

の2 小課老について， 2 実行課題 を実施 した。

①－ C 「森林継続調査法による長伐期林分情報の整備方式の開発」

本年度の研究目標は，高知営林局管内に設定されている14収穫試験地を，樹種や直径分布等の林分構造等

の特徴を考慮して施業方針別に類型化すること，また，具体的な間伐指針を設計して間伐を行うこと，さら

にこれまでに収集した試験地資料のデータベース化を図ることである。本年度の研究成果の第 1点は，窪川

営林署管内下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地のB 種間伐区において， 2 回目の間伐を設計し，実行したこと

である。林齢35年での間伐の強度は，本数で24．4 ％，材積で11．7％であ り，間伐木の平均直径 と間伐前の平

均面二径の比は0．73 とな り，一般的に下層間伐 （0．65－0 ．75） と分類 されている数値 となった。 また，データ

ベーース化は，入力部分には初心者でも操作が簡単なカー ド型データベースを採則し，検索やレポート作成に

は，より高度な樵能を発揮できるリレーショナルデータベースを利用して行った。

③－ a 「スギ択伐天然林更新地における更新法の評価」

本年度は，森林更新作業での天然更新法を評価するため，前年度までに調査したスギ・ヒノキの天然林材 ・

人コニ林材別，規格別素材単価を基に，スギが優占する択伐天然林 1試験地，スギ人工林 3 試験地，ヒノキ人

コニ林 1 試験地で，素材収穫量か らha 当た りの素材販売金額 を求 めた。 この金額からそれぞれの試験地 にお

ける ha 当た りの育林・保育費を控除 した金額及び収穫 までの年数 を因子 とした各試験地 の内部収益率 （利

別り）を指標として，林業の収益性を検討 した。各試験地の内部収益率は，スギが優占する択伐天然林 （平

均収穫材林齢200年）では1．95％，スギ人工林林齢61年では4．30 ％，66年では4．25％，83年では4．55％，ヒ

ノキ人工林林齢77年では5．31％となり，天然更新は人工林のいずれの試験地の収益性よりも低位となった。

天然更新材の材価が人工林材のそれ よりも極めて高いにもかかわらず，択伐天然林の内部収益率が低いのは，

更新時から収穫までの期間が天然林では人工林より著 しく長期であることと，収穫量が前者で少なく後者で

多いためである。天然林の収益 を向上させ るには，収穫量を多 くすることで可能 となるが，将来の適正な林

分構造の維持 を考慮すると，－一時期 に多量の収穫を行 うことは不可能である。以上のことか ら，天然更新は，

収益性のみからみた場合は人工林 よ りも低位 にあるといわざるを得ない。 しか し，択伐天然林 には収穫直後

でも収穫量 と同程度の材積の立木が成立 してお り，環境保全上は好 ましい状態にあると考 えられ る。なお，

この課起の研究期間は，林齢40～50年代のスギ及びヒノキ人工林での内部収益率を試算するため， 1 年間の

延長 となった。
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2 一（4） 有用広葉樹林の施業技術の開発

広葉樹林 は，戦後の拡大造林 により大幅に減少 してお り，広葉樹資源 を確保す るためにその施業技術の開

発が急がれている。この中課題 は，遷移段階で異なる階層を持つ広葉樹林において，各階層を構成する樹種

の更新機構，光環境，光合成特性等 を解明 し，遷移投階に応 じた適正な施業技術の開発に資することを目的

としている。平成 4 年度は，①「混生広葉樹林の階層構造 と光環境の解明」の小課題の中で，①－ b 「樹

冠空間の光環境の解析 と枯死発生過程の解明」の実行課題を継続 して実施 した。

高知県春野町の40年生スダジイが優占する二次林で，スダジイの葉群が空間で塊 を形成 しているクラスタ

ーや，個体 ごとの菓量の垂直分布を検討 した。 また，菓群クラスターごとに落葉速度 を測定 し，個体サイズ

や光環境の異なる個体の落葉速度，葉の回転率 を推定 した。

スダジイの各クラスターの付 け根直径 と葉面積の関係 は，巾乗式で近似 された。 また， 1 個のクラス ター

の菓面積の垂直分布は，ワイプル分布で近似で きた。ワイプル分布式を決定する 2 つの係数 とクラスターの

付け根潮田長の関係 は，同 じ林分内の個体では巾乗式で近似で きた。これ らの結果，クラスターごとの葉面

積密度の垂直二分布や個体菓面積の垂直分布が，非破壊的に推定可能となった。

クラスターの大 きいものは明るい光環境にあ り，開乗数が多 く，落葉率 も高 く，葉の回転が早かった。一

方，光環境の恋い場所では， クラスターが小さ く，開乗数が少な く，落葉率 も低 く，葉の回転が遅かった0

個体ごとにみ ると，落葉速度は菓量の多い個体ほ ど早 く，葉の寿命 は大きな個体で 2 年以下，小 さな個体で

は3 年以上であった。 これらの成果は，広葉樹林で施業 を行い，林内環境 を良好 に維持するための基礎資料

として利用できよう。

その他

特定研究 「酸性雨等モニタリングセンターステーション構築」

この研究は，森林総合研究所の本・ 支所が一体 とな り，林野庁が全国で行っている「酸性雨等森林被害モ

ニタリング事業」によって収集されるデータと合わせて，森林衰退及び森林環境の総合的解析と評価を行い，

森林衰退の発生 を予測す るモニ タリングシステムの開発を行 うことを目的としている。当支所は，その中で

「 四国 ヒノキ林における森林環境の解析」 について研究 を進めている。

ヒノキ林分の衰退度調査では，固定調査木20本すべてに異常 は認められなかった。胸高直径の成長は， 3

月下旬ないしは 4 月上旬 に始 まり， 5 ， 6 月にかけて急激に増大 した。その後 7 ， 8 月には減少 したが， 9

月頃に再 び穏やかな増加がみ られた。この ような季節変化の傾向は，個体 によって多少バ ラツキがあったも

のの被庄木，優勢木ともに認められた。

1 992年 4 月から1993年 3 月 までの 1 年間の林外耐の pH は，4 ．2から4 ．6の範囲に多 く分布 し，その平均は

4 ．29であった。林内雨の平均 pH は4 ．62，樹幹流では平均4．06で，いずれも前年の値とほぼ同じであったo

E C については，林外耐，林内雨，樹幹流 とも前年の値 よりも高 くなる傾向がみられた。林外雨の水素イオ

ン負荷量に村する林内雨，樹幹流の負荷量の割合は，樹幹流では約50％，林内雨では43 ヲ‘であった0

ヒノキ林分の一部の個体 にスギカ ミキ リ， ヒノキカワモ グリガ，ニホンキバナ等の昆虫類の加害が認めら

れたが，前年に比べて被害が著 しく増加す るようなことはなかった0 また・ 前年 にはこれ らの害虫による加

害が原因 と思われる異常な樹脂流出木が数本認め られたが，本数は増加 しなかった。林内で被庄 によって枯

損した11本のヒノキを調査 した ところ， 3 本にニホ ンキバチの被害が， 1 本に漏脂病の発生がみ られた。
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山腹緑化工施工地における土壌水分環境の簡易評価法

林地保全研究室 三浦 覚・平井敬三

1 ． は じめ に

山腹崩壊後の治山工における緑化ユニの成否 には，植物の生育を左右する土壌の水分環境が とくに強 く関係

している。しかしながら，山腹緑化工施工地は崩壊に伴って下層土や基盤岩が露出し，土壌中には大小の礫

を多く含むため，土壌物理性測定のために通常の採土円筒試料を採取することは困難である。そこで，土壌

の水分環境を評価するために，ほぼ走容積の表層物質を撹乱状態で採取する簡便法を試みたのでその結果を

報告す る。

2 ．方 法

調査地には，魚梁瀬営林署管内の施工後 3 ～20年経過 した山腹緑化工施工地20か所を選定した。各訴査地

の中央に水平線 を引 き，中央，右端 または左端，及 びその中間点の 3 か所 に 2 m X 2 m のサブプロ ットを設

け，その中で簡易土壌断面調査を実施 した。記載項 目には，通常の土壌断面記載で用いるもののほか，土壌

の水分環境 を評価する項 目として毛管接続状況 を加 え，目視 によって良，不良，断絶の 3 段階で評価 した。

表層土壌の水分環境 を評価す るため には，物差 しをあて，20×20 ×10cm のサ イズでほi烈 ，000cn才走容積の表

層物質を採取し風乾したのち，細土（0．2cm以下），小礫 （0．2～ 2珊），中礫（2 ～10cm），大礫（10cm以上）

に姉別 し，風乾重ベースでのそれぞれの重量率 と細土の重量含水比 を測定 した。

3 ．結果 と考察

表一1に調査地の概況 を示 した。ほ とんどの調査地が傾斜400以上の急傾斜地に分布 していた。図一1に細土

の重量率 と重量含水比 との関係を示 した。細土の重量率と重量含水比 とは高い相関関係にあった。土壌中の

水分は，細粒 な土壌が作る孔隙の間に保持 されてお り，細土の重量率 と重量含水比 とはとくに高い相関 を示

すものと考えられる。 したが って，採土Pj筒による精確な走容積法 によらな くて も，物差 しで測定 した簡便

な走容積法によって，表層土壌の水分環境 を評価することが可能であるといえる。 また，定性的判定である

とはいえ，断面記載時の水湿状態や毛管接続状況も，細土の重量含水比の傾向とよく適合していた 佃 －2）。

図一3に，断面記載時の目測による紳士，小礫及びq礫 の割合と，簡易走容積法によるそれぞれの重量率の

関係 を示 した。ただ し，細土の割合は，100％か らすべての礫の割合 を差 し引 いて求めたものである。細土，

小轢，中礫 ともに，現場での簡易判定の結果 と簡易走容積法による重量率 とは高い相関関係 にあった。緑化

工施工地 において も直径10cm以上の大礫はまれであることを考慮すると，上述の結果は礫の含有率を的確に

見積 もることによって紳士の含有割合 も正 しく評価できることを示唆 している。

以上のことから，山腹緑化工施工地の土壌水分状況を評価するために，物差 しで簡便に測定 した定容積法

による方法 を用いることはかな り有効であると判断 され る。 また，簡易な判定だけが 目的であれば，礫 の含

有率か ら水分環境 をある程度推定す ることが可能であるといえる。

1 －（1） 森林施業 と土壌保全効果 との関係 解明
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地形および土壌型を異にするヒノキー斉林における土壌の物理性

林地保全研究室 吉田桂子・岩川雄幸＊・三浦 覚・平井敬三

1 ． は じめ に

森林 において表層土壌の物理性は，土壌中への雨水の浸透や地表保護等，森林の水土保全機能 に関わる因

子の－一つ として衷要である。従来か ら地表侵食の問題が指摘 されているヒノキーーーー斉林において，地形および

土壌型を異にする二つの林分に調査区を設定し，表層土壌の物理性について調査 した結果を比較検討 した。

2 ．調査地および調査方法

調査地は，窪川営林署葛籠薮山国有林36林政 る小姓の86年生 ヒノキー斉林である。上部平衡斜面 と中部凸

型斜面 に10 m X lO m のプロ ットをとり，その凹隅 とq‾I央の合計 5 カ所 に 1 m X l m のサブプロ ットを設 けた。

物理性 を調べるために，各サブプロ ットか ら400m l採土円筒試料 を 2 個ずつ採取するとともに，各サブプロ ッ

トごとに簡易断面調査 と地表状態の記載を行 った。物理性の うち，三相組成お よび透水性 については常法で，

孔隙組成については加圧板法によって分析 した。

3 ．結果の概要

調査地の林分概況を表－1に，サブプロットごとの表層土壌 および地表の状況 を表－2に示 した。上部平衡斜

面（P －1 ）は， A o層や A 層がやや厚 く，地表がコケで覆われているところもみ られ，そのような所ではA o

層重量が特に大 きか った。 中部凸型斜面 （P －2 ）のA o 層は P －1 に比べて薄 く，細根の露出がやや多 くみら

れ，表層には 1 ～3 cm の角礫がきわめて多かった。

図－1に三相組成，容積重および透水性 を示 した。固相率 はP －1 が P －2 に比べてわずかに小 さい傾向にあっ

た。尉相内容 をみると， P －1 では固相に占め る細土の割合が高 く，紳士が全容積の20 ％前後 を占めていた

のに対 し， P －2 では尉相に占め る石礫の割合が高 く，石礫が全容積 の23％に達す る試料 もあった。仝孔隙

量は P －1 の方がやや大きか ったが，粗孔 隙は P －2 の方が大 きかった。 P －2 の粗孔隙が大 きいのは最小客

気量が大 きいことによると考えられる。透水性 については全体 としてP －2 の方が P －1 より良好であった。

しかし，P －1のサブプロット3－②， 5 －①およびP －2 のサブプロット4 －②の透水性は特に不良であった。

荒木ほか（1987）が，撥 水性による飽水不十分が原因で透水速度が遅 くなることを報告 してお り， P －1 の

3 －②とP －2 の4 －②の透水不良については撥水性によると考えられる。

次に，pF 一水分特性曲線 を別－2に示 した。 P －1 では曲線の傾 きが比較的なだ らかで一定 してお り，租孔

隙から細孔隙まで一様に分布していたが， P －2 では pF 2 ．1以下の租孔隙の分布に試料間のバラツキが大き

く，一定の傾向が認められなかった。

以上の ように， ヒノキー・斉林で も地形，土壌型によって，表層土壌の物理性に違いがあることが明らかに

なった。 また，同 じ地形，土壌型で も撥水性によると考えられる透水性の変異が認め られたので，今後はア

ルコール処理など，撥水性 をも考慮 した方法 を用いて比較検討する必要がある。

引用文献

荒木誠ほか ：ヒノキ複層林施業の土壌保全効果（Ⅱ），98回 日林論，219～220，1987

1 一（1） 森林施業 と土壌保 全効果 との関係解明 ＊：前 林地保全研究室
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表－1． 調査林分の概況
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渓流水および近傍湧水の水温特性

林地保全研究室 平井敬三

1 ． は じめ に

近年森林の公益的機能への関心が高 まっている。そのなかで も、水源かん養や水質におよぼす影響などへ

の関心は特に強い。それ らの機能のうち，水質形成や水質浄化横能には未解明の部分が多い。ここではこれ

らのうち，森林の水質への関わ りを解明するための基礎的な資料 を得 ることを目的 として，森林に囲 まれた

河川上流域にある渓流 とその近傍の湧水の水温を 1 年間にわたって観測 した結果 を報告する。

2 ．観測地 と方法

観測は吉野川支流の穴内川上流 に位置す る南 国市中の川で行った。観測地は御荷鉾構造線近 くの三波川帯

と秩父帯 の境界付近に位置 し，年降水量は3183mm （1992年）（高知地方気象台，1993）であ る。 また渓流は

土佐の名水40選 に選ばれてお り（高知県保健環境部環境対策課，1991），左岸側から渓流へ湧水が湧出 して

いる。1992年 6 月 5 日か ら1993年 6 月14 日まで，ほほ 1 か月に 1 度の間隔で合計14 回にわたって渓流水およ

び近傍か ら湧出す る湧水の水温を測定 した。

3 ．結果 と考察

糾－1に水温の季節変動 を示 した。渓流水温は夏期 に高 く冬期 に低 くなるという，気温 とほぼ同様の変動 を

示した。－・方，湧水温はほぼ13℃前後で推移 し，年間の変動 は 1 ℃程度 と非常に小 さかった。渓流水の平均

水温は12．2℃で，湧水 との差は 1 ℃以内と小さかったが，季節変動は非常に大 きく，16 ．3℃もの変動幅を示

した （表－1）。渓流水 と湧水の水温は 6 月か ら10月のまでの夏期には渓流水の方が高 く，11月か ら5 月まで

の冬期は反対に湧水の方が高 くなった。

以上の ように渓流水では気温の変化に対応 して水温

が形成 されるのに対 して，湧水では気温 との対応はみ

られず年間の変動 も非常に小 さかった。これは，当観

測地の湧水が比較的深層からもた らされることが考 え

られる。そのため，年間にわたって水温が安定 してい

ると予想 されるが，ケイ酸濃度などの水質測定の検討
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から確認する必要がある。
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図－1． 水温および気温の季節変化

表－1． 渓流水お よび湧水の水温

平均水温士S．D ．

1 2 ．2 士4 ．6

1 3 ．0 ± 0 ．4

1 －－（1） 森林施業 と土壌 保全効果 との関係解明

最高水温（日付）

2 1 ．2 （9 2 ．0 7 ．3 0 ）

1 3 ．6 （9 2 ．0 9 ．2 4 ）

最低水温（日付） 較差

4 ．9（9 3 ．0 2 ．1 2 ） 1 6 ．3

1 2 ．4 （9 3 ．0 4 ．1 3 ） 1 ．2

（ ℃）
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ヒノキ人工林の土壌侵食にかかわる地表保護国子について

林地保全研究室 三浦 覚・岩川雄幸＊・平井敬三・吉田桂子

1 ． は じめ に

近年，ヒノキ人工林の一部において表層土壌の侵食が深刻な問題となり，その発生要因の解明と土壌侵食

量の評価 は森林の保続管理の上から重要な課題 となっている。これまで，樹種，林齢，地表状態，傾斜 と土

砂移動量との関係について多くの検討事例があるが，本報告では，地表保護国子のうちとくに Ao 層及び植

生による被度 とその現存量について検討 した結果 を報告す る。

2 ．方 法

調査地は窪川営林署管内仏ケ森山及び葛籠鞍山国有林 に設定 された。調査地内の86年生ヒノキー斉林， ヒ

ノキ・ スギーヒノキ複層林 （糾 － 5 年生）及びヒノキーヒノキ複層林 （84～ 5 年生）の合計 3 か所に10m 方

形区を設定 し，各方形区の四隅並びに中央に 1 m X l m のサブプロ ットを設 け，以下の調査 を行 った。地表

侵食状況として，土壌流亡度，細根露出度，土柱発達度の 3 項目について目測によって 4 段階評価 し，その

評点の和 を侵食強度 とした。地表保護尉子 として，A o 層被度，コケ被度，林麻植生被度30cm高，同100cm高，

樹冠閉鎖率， A o顧現存景，林床植生現存量 （100cm まで） の各項 目を測定 した。被度 はすべて目測 し，現存

量は 1 × 1 m 枠 内の ものを刈 り取 り乾重に換算 した。

3 ．結果 と考察

各調査区の概況 を表一1に，各調査区内の 5 つのサブプロットの侵食強度及 び地表保護因子の平均値を表－2

に示 した。ただ し，地表保護国子の うち，地表面の土砂礫に直接接 して被覆す るもの としてA o 層被度 とコ

ケ被度 とをまとめ，地表近 くにあるが地表面には直接触れない状態で被覆す るもの として林床植生被度30cm

高と同10000 高 とをまとめて解析 した。侵食強度は，全体 として一斉林区の方が複層林区 より大 きく， また，

方形区内のサブプロ ット間のバ ラツキ も一斉林区の方が大 きかった。侵食強度と地表保護因子の相関関係を

図－1に示 した。侵食強度 ともっとも相関が高か ったのは（A o層 ＋コケ）被度であ り，次いで（30cm 高＋100cm

高）被度，樹冠閉鎖率の順に，地表面から離れるにつれて相関は低 くなった。（A o層＋コケ）被度 に比べて

A o智現存圭 ゐ方が侵食強度 に対 してよ り相 関が低 かったのは，複層林区のい くつかで ヒノキ上木から落下

した大枝 によって現存量が大 きな値 となったサブプロ ットがあったことによる。林床植生は，被度で も現存

量でも侵食強度に対 して比較的高い相関を示 した。林地の表層土壌は，多量の有機物の供給や土壌動物等の

活動 により粗な孔隙に喜んでいるため，耐水 を地q－Ⅰに導入させ る能力が高い といわれ，表面流去水が発生 し

にくい状態にあ る。このため，地表侵食における土砂移動 は，表面流去水による掃流力より，雨滴が落下す

るときの衝撃力による飛散侵食の影響の方が大きいという指摘 もある（井上ほか，1987）。本調査においても，

地表面保護に直接関与す る（A o層 ＋コケ）被度や林床植生 （30cm高 ＋10000 高）被度が侵食強度 との相関が

高くなる傾向が認 められた。

引用文献

井上輝一郎ほか ：ヒノキ単純林における落葉および土砂の移動，林試研報 343，171～186，1987

1 －（1） 森林施業 と土壌 保全効果 との関係解明 ＊：前 林 地保全研究室
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調査 区

一斉林区

複層林区 1

下木 5 年生

複層林区 2

下木 5 年生

樹種 立木密度

（ 本／ha）

ヒノキ

上木 ヒノキ

上木スギ

下木 ヒノキ

上木 ヒノキ

下木 ヒノキ

a 平均値 士標準偏差

表－1． 各調査区の林分概況

平均樹高

（ m ）

平均枝下高

（ m ）

平均胸高直径 土壌型 方位 傾斜 徴地形

（ c m ）

4 0 0 13 ．8 ± 1 ．O a

3 0 0 18 ．0 ± 1 ．3

2 0 0 18 ．8 ± 0 ．4

1 5 0 0 1 ．5 ± 0 ．4

3 0 0 19 ．7 ± 1 ．5

2 0 0 0 1 ．6 ± 0 ．2

7 ．4 ± 1．6

1 0 ．3 ±1 ．9

1 2 ．2 ± 4 ．0

3 0 ．8 ±2 ．3 B D（d）型 S OO

3 2．8 ±5 ．2 B D 型 N 250w

2 7 ．8 ±0 ．2

1 0．8 ±0．8 38．1±3 ．1 B D型 N 2 20w

B D型 N 2 20w

表一2 ． 各調査区における侵食強度及び地表保護因子の平均値

2 30 やや凸

2 4 0 やや凸

2 50 やや 凹

2 50 やや 凹

調査区 侵食強度 （Ao 層＋コケ）（30cm＋100cm高） 樹冠 閉鎖率 A o層現存量 a 林床植生現存量a

被度（％） 被度（％） （％） （g ／㌦）

一斉林区 4 ．2 ±2 ．8b

複層林区 1 0．6 ±0 ．9

複層林区 2 0．0 ±0 ．0

4 5 ±30 5 9 ± 33

9 0 士9 1 4 2 ± 2 1

8 5 士 12 1 5 0 ± 29

7 0 ± 3 2 4 18 ± 8 7

7 3 ±2 0 7 1 2 ±2 1 1

6 7 ±2 2 6 7 3 ±3 8 2

a ただ し，複層林区のA o層現存量 と林床植生現存量 は3 点の平均値

b 平均値 士標準偏差
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図－1． 侵食強度 と地表保護因子の単相関図及び単匝†帰式
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二段林のスギ上木における不定枝の実態

造林研究室 竹内 郁雄・川崎 達郎・森 茂太＊

1 ． は じめ に

二段林では／下木の健全な生育を図るため，造成時や造成後に上木に強度の間伐や択伐が行 われる。この

ため，スギを上木とする二段林では，上水の枝下部にしばしl封く走枝の発生がみられる。枝下部に不定枝が

発生すると，その部分で無節材の生産がで きな くなるため，質の低下 を招 くことになる。 ここでは，スギを

上木 とす る二段林で，不定枝発生の実態について検討 した結果 を報告する。

2 ．調査林分と調査方法

調査林分は，松山営林署管内にある国有林 2林分（P －1， 2 ），愛媛県久万町の町有林 1林分（P －6）

と民有林 6 林分 （P －3 ， 4 ， 5 ， 7 ， 8 ， 9 ）の合計 9 箇所である。スギ上木は，二段林造成後下木の光

環境の改善や収穫 を目的 として， P －1 ， 2 ， 3 ， 7 ， 8 ， 9 では 2 回， P －4 ， 5 では 3 回伐採 されたが，

P －6 では一度 も伐採 されてない。上木の枝打 ちは， P －1 ， 2 では－・度 も行われていないが，その他の林分

では行われている。上木の最終枝打 ちは， P －3 ， 4 ， 5 では調査時の22年以上前に， P －6 では16年前に，

P －7 では62年前に， P －8 では26年前 に， P －9 では19年前 に行 われた。

調査林分 9 箇所において，スギ上木の胸高直：径，樹高 と正常枝の枝下高 を測定 した。正常枝の枝下高 より

低い位置に不定枝が発生 している個体 を不定枝が発生 している個体 とみなし，最下部 に着生 している正常枝

より低い位置にある不定枝の本数，不定枝 を含 む枝下高を測定 した。

3 ．結果 と考察

調査林分のスギ上木の概要 を表－1に示 した。上木の林齢 は73年生か ら111年生で，下木植栽時における上

木の林齢は32年生か ら85年生 と遠 いがあった。上木の立木密度 は，ha 当た り約70～250本の間であった。正

常枝の平均枝‾F 高は， P －2 が20 ．1m と最 も高 く， P －5 が12．8 m で最 も低かった。各林分での調査個体数は

少なかったが，林分ごとの不定枝が発生した個体数の本数割合は， P －1が84％（調査個体数 N ＝19）， P －

2 が72％ （N ＝18）， P －3 が94％ （N ニ16）， P －4 が79 ％（N ＝19）， P －5 が80 ％（N ＝15）， P －6 が63％

（ N ＝19）， P －7 が 8 ％ （N ＝13）， P －8 が52％ （N ＝21）， P －9 が46 ％（N ＝13） と，すべての林分で不

定枝の発生している個体がみられた。

正常枝の平均枝下高 と不定枝を含めた平均枝下高の差 を，不定枝発生に よる林分での枝下高の低下量とし

て以下の解析 を行った。 まず，不定枝が発生 した個体の本数割合と，枝下高の低下量 との関係 を図一1に示 し

た。枝打 ち林分 の枝下高の低下量は，本数割合が50 ％の林分では 2 m ，80％では3．5m 前後 と，本数割合が

高くなるにしたがって大 きくなる傾向がみ られた。 この傾向 を一次式で近似 し，図中に示 した。無枝打 ち 2

林分の枝下高の低下量は，不定枝の発生本数割合が近い値の枝打ち林分に比較 して 3 － 4 m 前後大 きかった。

無枝打 ち林分の P －1 ， 2 は，スギー斉林を間伐強度 を変えて二段林 を造成 した ものであ り，造成時の ha

当た り立木密度は P －1 で421本， P －2 は537本であ った。この 2 林分における個体の正常枝の枝下高率 （樹

高に村す る枝下高の割合） と不定枝数の関係 を図－2に示 した。両林分の個体 ごとの不定枝発生状況は，バ ラ

ツキは大 きかったものの，正常枝の枝下高率が高い個体ほ ど不定枝数が多 くなる傾向がみられた。また，林

分間の比較では，強度の間伐 を行 った P －1 の個体は，同 じ枝下高率の P －2 の個体よ りも発生本数が多い傾

向がみられた。正常枝 の枝下高率 と枝下高の低下量の関係 を図一3 に示 した。不定枝が発生することによる枝

下高の低下量は，正常枝の枝下高率が高い僻体ほど大き くなる傾向がみ られたが， P －1 とP －2 の間での違

いは顕著ではなかった。

枝打ち林分での不定枝の発生状況の例 として， P －3 ， 4 ， 5の枝下高率と不定校数の関係を図－4に，枝

下高率 と枝下高の低下景 との関係 を図－5に示 した。いずれの林分 とも，無枝打 ち林分 と同様に，正常枝の技

1 －（Z） スギ・ ヒノキ等複層林施業技術 の開発 ＊：現 海外派遣 （イン ドネシア）
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下高率が高い個体ほ ど不定枝の発生数が多 く，枝下高の低下量 も大 きくなる傾向があった。

二投林でのスギ上木は，調査 し

たすべての林分で不定枝が発生 し

ている個体がみられた。不定枝の

発生は，枝下高 を低下 させ ること

が明らか とな り，このことはスギ

上木の質の低下 を招 くことにつな

がると考えられた。今後は，上木

の保育経過，例 えば二段林造成時

の間伐木の選木方法や間伐強度等

が不定枝の発生におよぼす影響に

ついての検討が必要である。
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P －2

P －3
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P －5
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P －7

P － 8

P －9

表－1． 調査林分 におけるスギ上木の概要

林齢 立木密度下木植栽 平均直径

（ yr） （N oノha）林齢※（叩） （cm）

2 5

平均樹高 正常枝

（ m ） 枝下高（m ）

9 2 2 0 5

9 2 2 4 6

9 1 10 0

9 1 1 3 3

9 1 2 1 7
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枝打 ち林分の形状比の変化

造林研究室 竹内郁雄・川崎達郎・森 茂太＊

1 ． は じめ に

一一般に，形状比力塙 い林分は，強風や冠雪害に対する抵抗力が低下するといわれている。無節材生産を目

的として行われる枝打ちでは，生枝が落 とされるため，形状比 （樹高／胸高直径）が高 くなることが予想 さ

れる。ここでは，若齢のヒノキ林分 とスギ林分で，枝打ちを繰 り返 した場合に形状比がどのように変化する

かを，対照林分 と比較 した結果 を報告す る。

2 ．調査林分と調査方法

調査林分は，須崎営林署朴ノ川山匡摘’林のヒノキ林分 （P －1， 2， 3）および大正営林署市ノ又山国有

林の ヒノキ林分 （P －4 ） とスギ林分 （P －5 ）である。これ らの林分 は，枝打 ち区と対照区とが隣接 して設

定された試験地であ る。各枝打 ち区では，枝下直二径が 4 cm になるように枝打 ちしてお り， P －1 ， 2 ， 3 で

は6 年生時 に 1 回目を，以後 2 年 ごとに12年生暗 まで合計 4 回の枝打ちが繰 り返 されている。 P －4 では 8

年生時に 1 回 目を，以後17年生暗まで合計 5 回， P －5 では8 年生時に 1 回目を，以後18年生 まで合計 5 回

の枝打 ちが繰 り返 されている。対照区では，枝打ち区の枝打 ちと同 じ年に，最下部の生枝 より下 に着 いてい

る枯枝が落 とされた。 P －1 ， 2 ， 3 では 6 年生時か ら15年生時まで毎年， P －4 ， 5 では8 年生時から22年

生時を除いた23年生時まで毎年，生育休止期に胸高直径，樹高，枝下高，枝下直径等を毎木調査 した。

3 ．結果と考察

h a 当た りの立木密度は， P －1 とP －3 で は2300， P －2 では2500， P －4 では2700， P －5 では3800本前後

で，枝打ち区と村照区間に差はなかった。対照区の林齢と形状比 との関係 （図一1，2）から， P －2 を除 く他

の4 林分での形状比 は，林齢が高 くなるといったん低下 し，その後徐々に高 くなる傾向がみ られた。 P －2

での形状比は，15年生 まで徐々に低下 し続けた。対照区の形状比 と平均樹高との関係 （図－3，4） には， P －

2 を除 くヒノキ林分では，平均樹高が 6 ” 7 m になるまで形状比が低下 し，それ以降は樹高が高 くなるとと

もに徐 々に高 くなる傾向がみ られた。 P －2 の対照区において形状比が低下するだけで高 くなる傾向がみら

れなかった原因は，土地条件が悪 く形状比が高 くなる樹高 に達 していないため と考 えられた。 P －5 のスギ

林分の形状比は，立木密度が比較的高いためか，同地域にあるヒノキ林分（P －4 ）よ り平均樹高が低い5．5 m

前後で最 も低 く，その後徐々に高 くなった。

同じ林齢での枝打ち区と対照区の形状比を比較する－（図一1，2） と， P r 3 や P －5 では差がみ られ なか っ

たが， P －1 や P －4 では枝打 ち区が高 く， P －2 では枝打 ち区が低 くなり，－、貰 した傾向はみられなかった。

一方，平均樹高 と形状比 との関係 （図－3，4）から，対照区と枝打ち区の平均樹高が同 じものを比較すると，

P －2 を除 く他 の 4 林分で，枝打ち区が対照区 よりも形状比が高 くなる傾 向がみられた。同 じ平均樹高での

枝打 ち区 と対照区 との形状比の差の最大値は， P －1 で 7 ， P －3 で 4 ， P －4 で 8 ， P －5 で 7 であった。 こ

れら形状比の差 には，枝打ち終了後の年数が長 くなるに したが って小 さくなる傾向がうかがわれた。一・方，

P －2 の枝打ち区では，平均樹高が 同じ対照区 と比較 して形状比が低 く，他の林分 とは逆の傾向 を示 した。

P －2 の対照区は，15年生時の平均樹高が7 ．3m と成長が悪 く， このことが枝打ちを繰 り返 して も形状比が高

2 －（1） 高生 産力林地におけ るスギ・ ヒノキ林 の施 業枝術 の改善 ＊：現 海外派遣 （イン ドネシア）



平成4 年度森林絵合研究所四国支所年報 2 7

くならなか った原因か もしれない。この点については，今後検討する必要があろう。

幹直二径が 4 cm の部位 まで打つ強 さの枝打ちを繰 り返す ことに よって形状比は，同 じ平均樹高の対照区と比

較して若干高 くなったが，その差が10 を越えることはなかった。 また，枝打ちが終了 した後は，形状比が低

下して，対照区の値に近くなる傾向もうかがわれた。これらのことから，枝打ちが形状比の変化に与える影

響は小さいといえよう。枝打 ち林分では，柱材 としての利用径級 になるまで間伐が遅れ形状比が高 くなるこ

とが多いため， むしろ枝打 ち終了後の密度管理が重要になると思われる。
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浅木原スギ人工林収穫試験地の調査結果

経営研究室 松村直人・吉田 実

当試験地は，植栽本数や間伐方法の違いによる施業の比較試験を組み合わせて行うために，1958年（昭和

3 3年）に，高松営林署の植栽密度比較造林地である浅木原国有林55林班ほ小班に5．30ha 設定されたもので

ある。瀬戸内海側では唯一一一のスギ人工林収穫試験地として，現在までに 6 回の調査が行われている。試験地

は香川県と徳島県の県境近 くの山の中腹に位置し，傾斜は急峻 （平均傾斜400）で，南西に画 している。海

抜高は約750 m ，地質は白亜紀 の和泉層に属 し，砂岩を母材 とす る BD（d）型土壌である。林齢は，1992年現

在33年生である。図－1に標準地の概略図を，表－1にこれまでの調査結果の概要を示す。また，図－2には平均

直径の成長 を示す。014区は不成績造林地であ り，今後の調査 を中止する。表一1および図－2では，014区の今

回の最終調査 については標本木の平均値のみを示す。

なお，この報告に関連する資料を参考文献として下記に示した。

0 1 3

0 1 2

1 500本区

民家へ

歩道

0 1 4

0 1 5

0 1 6

6 000本区

3 000本区

図－1． 標準地の位置図

参考文献

佐竹和夫 ：昭和39年度林試四国年報， 6 ，p23，1965

佐竹和夫 ：昭和49年度林試四国年報，16， 1 ～ 3 ，1975

佐竹和夫・青田

佐竹和夫・吉田

実・都築和夫 ：昭和55年度林訣別国年報，22， 1 ～ 2 ，1981

実：昭和61年度林試四国年報，28，p32，1987

2 －（1） 高生産力林地 にお けるスギ・ ヒノキ林 の施 美枝術の改善
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表－1． 調査の概要

林齢 立木本数 林分材積
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西ノ川山ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果

経営研究室 松村直人

当試験地は， ヒノキ人工林 における合理的施業方法について検討す るための基礎資料の収集 を目的とする

瀬戸内海側西部のヒノキ収積読験地 として，1971年 （昭和46年）に西条営林署管内西 ノ川山国有林20林班ほ

小班に14 ．81ha 設定されたものである。試験地は石鎚山系の上部にあり，傾斜は急峻で，北西に面している。

海抜高 は約950 m ，地質は古生層の長瀞変成岩帯に属 し，緑泥片岩 を母材 とする埴壌土で，B c 型土壌である。

林齢は，1992年現在35年生である。試験地内には，植栽本数と間伐方法を異にする4 つの標準地が設定され

てお り，今回が 4 回目の定期調査になる。図－1には標準地の概略図 を，表一1にはこれまでの調査結果の概要

を示す。また，平均直径の成長 を図－2に示す。Ⅰ区は無間伐，Ⅱ区は Sr（相対幹距比）18 ％，Ⅲ区は Sr 15ヲ‘，

Ⅳ区は Sr 12 ％での密度管理 を予定 してお り，各区とも間伐を要す る状態 となっている。

なお，この報告に関連す る資料を参考文献 として下記に示 した。

6 000本区

石巣山へ

3 000本区

亀
0 3 4

勉闇
0 3 6

0 3 7

0 3 5

図一1． 標準地の位置図

参考文献

佐竹和夫・ 書田 実・ 都築和夫 ：昭和51年度林試四国年報 ，18 ，3 － 4 ，1977

佐竹和夫・ 吉田 実・ 都築和夫 ：昭和57年度林試四国年報 ，24 ，p 2 ，1983

2 一－（1） 高生産力林地におけるスギ・ヒノキ林の施業枝術の改善
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計

試験区
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無間伐区
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（ 0 ．1 6 2 h a ）

3 000本区
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林齢（年）

3 0 3 5 4 0

図－2 ． 各試験 区における平均直径成長

表－1． 調査の概要

林齢 立木本数 林分材横 平均直径

（ y rs ．） （／h a） （㌦／ ha） （cm ）

1 4 3 ，5 9 1 18

1 9 3 ，5 4 9 6 4

2 5 3 ，2 9 6 1 6 9

3 5 2 ，3 9 4 2 3 3

1 4 2 ，4 8 1

1 9 2 ，4 6 2

2 5 2 ，3 8 9

3 5 1 ，9 8 8

2 3

8 0

1 9 0

2 8 1

4 ．5

7 ．9

1 1 ．4

1 4 ．1

6 ．1

1 0 ．1

1 3 ．6

1 6 ．5

平均樹高

（ m ）

2 ．7

5 ．3

8 ．0

1 0 ．9

＋034

－－－t トーーーー 0 35

－－」ト ー 036

小一△「－－－・¶

連年成長量

（ ㌦／h a・y r）

9 ．1

1 7 ．7

7 ．1

4 ．3 1 1 ．7

6 ．6 1 8 ．4

9 ．0 1 0 ．1

1 2 ．0

0 3 7

3 1

相対幹距比

（ ％）

6 1 ．8

3 1 ．7

2 1 ．8

1 8 ．8

4 6 ．7

3 0 ．5

2 2 ．7

1 8 ．7

Ⅲ0 36

（ 0 ．0 9 6 h a ）

6 000本区

Ⅳ03 7

（ 0 ．1 1 3 h a ）

6 0 00本区

1 4 3 ，5 6 3

1 9 3 ，4 1 7

2 5 3 ，2 9 2

3 5 1 ，9 9 0

1 4 3 ，5 4 0

1 9 3 ，4 7 8

2 5 3 ，3 1 9

3 5 2 ，3 7 2

2 7

8 9

2 0 3

2 4 5

2 4

7 5

1 7 4

2 5 4

5 ．4

8 ．9

1 1 ．9

1 5 ．1

4 ．1

6 ．4

8 ．8

1 2 ．3

5 ．2 4 ．1

8 ．3 6 ．2

1 1 ．2 8 ．6

1 4 ．0 1 2 ．5

1 2 ．4

1 9 ．2

4 ．7

2

8

9

0

6

8

1

1

4 0 ．9

2 6 ．7

1 9 ．8

1 8 ．2

4 1 ．0

2 7 ．3

2 0 ．2

1 6 ．4
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下ル川山スギ人工林収穫試験地の調査結果

経営研究室 松村直人・吉田 実

当試験地は1972年 （昭和47年）に・ スギ人工林において種 々の施業 を実施 した場合の成長量，収穫量，そ

の他続計資料を収集するとともに・ 林分構造の推移を解明する目的で，須崎 （現窪川）営林署管内下ル川山

国有林15林班は小姓に2・80ha 設定されたものである0 試験地は西に面 した円形地形であり，傾斜は5 0－100

である0 海抜高は約500 m・ 地質は中世代白亜紀の四万十層群に属する須崎層で，BD 型土壌である。林齢は，

1 992年現在34年生である0 試験地内には・ 間伐方法を異にする 4 つの標準地が設定 されてお り，これまで一

度の間伐 と約 5 年 ごとの 5 回の定期調査が実施 されている0 図－1には標準地の概略図を，表一1にはこれまで

の調査結果の概要 を示す。 また，図－2には平均直径の成長を示す。

なお，この報告に関連する資料を参考文献として下記に示した。

訳・林道へ

歩道

「

A 区

0 3 8

B 区

N

†

＃

0 3 9

C 区

0 4 0

D 区

0 4 1

ヒノキ積載区

図一1． 標準地の位置図

参考文献

佐竹和夫・都築和夫・昔日l 実 ‥昭和47年度林試四国年報，14，p 2 ，1973

佐竹和夫 ：昭和52年度林試四国年報 ，19， 1 ～ 2 ，1978

佐竹和夫・ 都築和夫・ 吉田 実 ‥昭和56年度林試四国年報 ，23 ，2 －4 ，1982

佐竹和夫・ 告別 実・都築和夫 ‥昭和58年度林試四国年報 ，25 ，p 2 ，1984

佐竹和夫・ 高検文敏・宮本知子 ‥昭和62年度林試四国年報，29，p27，1988

2 －－（1） 高生産力林地におけるスギ・ ヒノキ林の施美枝術の改善
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図－2． 各試験区における平均直径成長

表一1． 調査の概要

林齢 立木本数 林分材積

（ y rs．） （／h a） （㌦／ ha）

1 4 2 ，5 0 4

1 9 2 ，4 4 8

2 3 2 ，16 3

2 5間伐 1，275

2 9 1 ，2 4 1

3 4 1 ，2 4 1

1 4 2 ，4 7 1

1 9 2 ，4 0 7

2 3 2 ，2 7 4

2 9 2 ，14 2

3 4 2 ，0 0 9

C O4014

（0 ．1 0 6 h a ） 1 9

間伐区 23

伐採率は 25間伐

N 3 2％ 29

V 2 0％ 34

D O4114

（0 ．1 2 3 h a ） 1 9

間伐区 23

伐採率は 25間伐

N 3 8％ 2 9

2 7 6

4 7 4

6 3 0

4 6 7

6 3 6

8 1 3

2 3 6

4 2 0

5 7 6

7 7 0

8 9 1

2 ，18 3 2 7 4

2 ，12 3 4 8 7

2 ，0 0 0 6 5 2

1 ，3 6 7 5 2 3

1 ，3 4 9 7 6 3

1 ，3 4 9 9 0 8

2 ，2 3 4 2 1 6

2 ，1 5 4 3 8 8

2 ，0 0 0 5 2 7

1 ，2 3 6 4 0 9

1 ，2 2 0 6 1 1

V 2 2％ 3 4 1 ，2 2 0 7 7 6

平均直径

（ 皿 ）

1 4 ．5

1 7 ．5

1 9 ．9

2 2 ．8

2 5 ．7

2 7 ．6

平均樹高 連年成長量

（ m ） （㌦／h a・y r）

1 4 ．1

1 7 ．2

1 9 ．4

2 1 ．．5

2 3 ．4

1 5 ．6

1 9 ．2

2 1 ．4

2 3 ．4

2 6 ．3

2 8 ．0

0 3 9

0 4 0

0 4 1

3 3

相対幹距比

（ ％）

1 1 ．2 3 9 ．9 1 7 ．8

1 4 ．1 4 2 ．8 1 4 ．3

1 7 ．6

1 9 ．3

2 0 ．7

2 3 ．2

1 0 ．1

1 3 ．2

1 6 ．0

1 9 ．2

2 0 ．7

1 2 ．3

2 8 ．2 1 4 ．5

3 5 ．0 1 3 ．7

1 2 ．2

3 7 ．2 1 9 ．9

4 0 ．0 1 5 ．4

3 2 ．3 1 3 ．1

2 4 ．0 1 1 ．3

1 0 ．8

1 1 ．3 4 3 ．3

1 4 ．5 4 2 ．8

1 7 ．4

1 8 ．1 4 0 ．0

2 2 ．0 2 9 ．0

2 3 ．1

1 8 ．9

1 5 ．0

1 2 ．9

1 4 ．9

1 2 ．4

1 1 ．8

1 3 ．9 1 0 ．4 3 4 ．3 2 0 ．3

1 7 ．5 1 3 ．0 3 6 ．3 1 6 ．6

1 9 ．9 1 5 ．9 1 4 ．1

2 2 ．2 1 6 ．8 3 3 ．7 1 6 ．9

2 5 ．2 1 9 ．9 3 3 ．0 1 4 ．4

2 7 ．4 2 2 ．7 1 2 ．6

注）間伐前後には毎木測定は行われていないため，林齢25年生時の数値は23年生時の測定値に基づいて，

間伐後の数値 を計算 した ものである。
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誘引剤 によるニホンキバチの誘殺

一誘引器の最適設置高の推定一

保護研究室 井上大成・山崎三郎

1 ． は じめ に

最近，別国を中心 とした西 日本のスギ・ ヒノキ林 においてニホ ンキパテによる林木の被害が深刻化 してい

るが・ その背景には最近の間伐方法の変化があると考えられる0 本種は従来，林内の衰弱木や被庄木などを

主な繁殖源としていたと考え られている0 しか し・ 最近では労働力不足 と間伐材の価格低下によって，間伐

した木を林内に放置する F伐り捨て間凪 が頻繁に行われるようになり，また間伐木の根元を長く残す 喘

伐りJ された林も目立つようになった。これらの間伐によって生じた大量の放置材と切 り株が本種の格好の

繁殖源とな り，最近の被害の顕在化につながった もの と思われる。

本種による被害 は，幼虫の食害 と，成虫が産卵の際に村内に持 ち込 むA 町 Joざ加 従桝属菌によって生 じる

材の変色の二つに分 けられる0 幼虫は，煽化するまでに約 8 cm 程度 と非常 に短 い孔道 しかつ くらない（奥 田

，19舶）0 また卵の貯化や幼虫の発育の有如こかかわらず，成虫によって産卵されれば変色が生じて材価が低

下す る。 このため，防除の上では幼虫よりも成虫 を対象 とした方法 を考案する必要がある。誘引剤による本

種の防除効果 につ いては，すで にい くつかの報告 がな されてお り（佐野 ，1989 ；山崎・峰尾 ，1991 ；山崎 ら

，1992）・ その効果には現場での実用化 を期待で きる段階 まできている。 しか し，誘引器 を設置する適当な地

上高や設置‥間隔の評価はまだ完全ではな く，実用化するに先立ってこれ らを明らかにしてお く必要がある。

本報ではこの二点のうち・ 誘引器の設置高の違いによる本種成虫の誘殺効果について調査 した結果 を報告す

る。

本論に入るにあた り，調査に多大の ご協力をいただいた高知県林業試験場の宮 田弘明・渡辺直史の両氏，

高知県林業課の各位・ 日本林業薬剤協会の増 田明美氏，並 びに誘引剤等の試験 に必要 な資材 を提供いただい

た井筒屋化学産業（株），保土ヶ谷化学工業（株），大同商事（株）の各位に厚 くお礼を申し上げる。

2 ．調査地および調査方法

調査は高知県須崎市千々川の21年生ヒノキ人工林（面積約2．3ha）で行われた。岡林分では，1991年の 2 ～

3 月に間伐が行われてお り，間伐 された木は林内に放置されていた。

ニホ ンキパテ成虫の誘引 には・ キバチ用に開発 された1000c．c入 り広 口びんにホ ドロン油剤（井筒屋化学産

業）を入れたものを使月比 た。この広口びんをキパテ用誘引器に入れ，筒型の粘着紙（直径12cm X 長さ55cm）

をかぶせ・ 誘引署昌とした0 調査は1992年7 月下旬から9 月上旬まで行い，粘着耗の剛 又は4 回であった。

成虫が もっとも効果的に誘引 される高 さを決定するために，誘引器 を図－1のように配置 した。隣接 した列

間および各列内の隣接 した誘引器の間隔は，‾豹20m 以上になるようにした。設置に際しては，隣接した木と

木の間にビニーjレセーブを張 り・ これに誘引器 を吊 り下げた0 以下個々の誘引器を示す場合 は，図－1に描か

れた記号（例 えばH －4，M －2の ように）を用いることとす る。

3 ．結果および考察

表－1に佃々の誘引器別の誘殺数を示 した0各列 とも 2 m の高さでの誘殺数が もっとも多 く，O m（地表宙二上）

2 －－（2） 温暖多雨地における病虫害防除技術の開発
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各列合計

3 5

H 列 0 0 0 0 0
誘引器の高 さ 4 m Om6m2m8m†斜面上方

M 列 0 0 0 0 0
6 m 2 m 8 m 4 m O m

L 列 0 0 0 0 0
8 m 4 m O m6m2m

別－1． ニホ ンキパテの高さ別誘引試験における誘引器配置の模式図
○は誘引器の位置，図中の数字は誘引器の最下部の高さを示す。

表－1． 高 さ別誘引試験 におけるニホ ンキバチ誘殺数

含♀

H －0 0

H －2 4

H －4 0

H －6 0

H －8 0

1

1

0

0

0

H 列合計 含♀ M 列合計

1 M －0 1

5 M －2 3

0 M －4 0

0 M －6 0

1 2

0 3

0 0

0 0

O M－8000

含♀

L －0 0 0

L －2 6 2

L －4 0 0

L － 6 0 0

L －8 0 1

L 列合計 含 ♀合計

0 1 2

8 1 3 3

0 0 0

0 0 0

1 0 1

3

1 6

0

0

でも少数の個体が誘殺された。4 m 以上の高 さでは，誘引器 L －8 の 1 ♀を除いてはまった く誘殺 されなかっ

た。この ことか ら誘引器を設置す る高 さは，地上 2 m 以下が有効であると考 えられる。設置作業の簡便性 を

考慮すると，実際 には1．5m 程度の高 さに設置するのが効率的であると思われる。

今匝壬試験 に使われた粘着紙には，旧来のものと比較 して粘着力が劣 るとい う問題があったため，試験初期

の段階で林内にはすでに多数のニホンキバチ成虫が発生していたにもかかわらず，ほとんど捕獲されないと

いう事態が生 じた。このため調査時期が予定よりずれ，本種の発生ピークを過ぎてから試験を行わざるを得

なか った。今回の試験での誘殺数 は，旧来の試験 と比較 してかなり少な くなっているが，それは上記のよう

な理如こよるものと考えられる。また現在使われている粘着紙には，特に夏季に長期間保存すると粘着面を

保護 しているシー トがずれて くるなどの欠点 もあ り，現実に防除に応用す る場合にはかなり使用 しにくい と

予想 される。今後は，粘着紙の粘着力 を再検討 し，取 り扱 いをさらに簡易 にするように改良 してい くととも

に， より効率的に成虫を誘殺することので きる誘引器の形状や色彩の検討 を続けてい く必要がある。

本試験 と旧来か らの試験 の結果（山崎・ 峰尾，1991 ；山崎ほか，1992）をあわせ て考えると，誘引剤による

誘殺法はニホンキバナの防除に非常に効果的であると争えられる。しかし冒頭にも述べたように，最近の被

害顕在化 には伐 り捨て間伐 と高伐 りが強 く影響 していると考 えられる。誘引剤による方法だけでな く，間伐

方法 を抜本的に見直すこと（この点は奥田（1988）なども指摘 している）や，寄生蜂 を利月＝ノた生物的防除法 を

検討することなども含めて，総合的な防除対策 をたてる努力を今後 も続けていかなければならない。

引用文献

奥田素男 ：林試別国年報29，24－26，1988

佐野 明 ：100回 日林論，573”574，1989

山崎三郎・ 峰尾一彦 ：102回日林論，247－249，1991

山崎三郎・ 井上大成・宮 田弘明 ：日林関西支論 1 ，281－283，1992
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平成 4 年度の病虫獣害発生状況について

保護研究室 山崎三郎・井上大成・峰尾一彦一

1 ． は じめ に

四国地方における森林の病虫獣害の発生情報のソースとして，著者らは香川・愛媛・徳島・高知 4県の各

林業試験場等からの被害報告と，森林総研四国支所長あてに送られてくる高知営林局各営林署からの「林木

首畑の異常速報」を最も重要視している。また個人・団体などから直接研究室にくる同定依頼や被害診断の

要請 も・ 発生動向を知る上で重要である0 当研究室の経常研究である「病虫獣書発生情報の収集 と解析」は，

これ らの情報 を基に被害の動向をさぐり，適●切 な対策 を講ずることを目的 としているが，この場合，必要性 ・

緊急性が高い被害だけでな く，その他の被害に対 して も可能な限 り直接現地調査 を行な うことに している。

また今後四国地域において被害の拡九 経済的損失の危険性が高一くなることが予想される病虫獣類について

は，経常研究や指定研 究などの課患 として摘出 し，適切な防除法の開発 とその現地適応試験 を行なうことが

必要である。そのためには各県および営林局・営林署などとの，組織的で綿密な連携が必要であることは言

うまで もない。ここでは，関係各方面の参考に供するため，平成 4 年度 （1992年 1 月から1992年12月 まで）

の被害情報の集計結果を報する。本文に入るに当り，日頃より情報の提供をはじめ，調査に対して種々の御

協力を頂いている関係機関各位 に対 し，心か ら御礼 を申 し上げる。

2 ．本年度の病虫獣害発生状況

1 ．被害発生の特徴

病害では春先から初夏にかけて，スギ黒点枝枯病と暗色枝枯病の発生が高知県下一円に激しく発生した。

その後9 月以降にはマツ枯損が多発した。後者の主要な原剛 ま，マツノザイセンチュウによる激害型の，い

わゆる夏型枯損であった。特に高知県内では，中部～東部へと被害の地域が移ってきていることや，被害診
1

断の多 くが庭園・ 公園などの大径木に対 してであ り，単木被害が多発 した ことが特徴的であった。虫害では

ニホ ンキバナが高知県のほほ全域に発生 していることと，四国各地の山間部では最近栽培面積が増加 してい

るシキミに， クスアナアキゾウムシの被害が増加 してきていることが注 目される。 またシイタケ栽培用に伐

採し．，植菌 したクヌギの原木か らシロスジカ ミキ リ成虫が多発 し，原木生産のため植栽 されたクヌギ中齢木

を調査 した ところ・ 立木 1 本当 りの幹の 2 箇所ほどに幼虫の加害が認め られた0 ケヤキの幼齢木植栽林では，

カミキ リムシ類幼虫による穿孔被害が発生 した （種不明のため現在飼育中である）。 またスギ幼齢木が，ク

ワカミキリの加害により枯死 したが，本棟は広葉樹を寄主とする穿孔性のカミキリムシであり，針葉樹への

加害は日本で も初めての記録である（いずれ も高知）。スギカミキ リのスギへの加害 （愛媛） ばか りでな く，

香川県下各地ではヒノキに加害する例 も多 くみ られ，このため枯死木の発生が 目立 った。

獣害では，四国 4 県と高知営林局管内でシカおよびノウサギに よる被害 と，四国山地東部（魚梁瀬営林署，

高知県，徳島県）でシカお よびカモ シカの被害が，いずれ もスギ・ ヒノキ幼齢造林地で増加傾向にある。

なお，四国管内で被害の発生が確認された病虫獣類は，病原微生物類15，昆虫類16，野生動物 7 の合計38

種類であった（卦 1）0 被害防除などの技術相談・被害診断の件数は病軍29件（マックイムシ含む），虫害18

件，獣類害 5 件，その他 3 件の合計55件であ った。また当研究室が，病虫獣害 に関する問題で行った講演は

営林局（2），自治体（3），匝！体（2）の合計 7 件であった。

2 ．今後の課匙

被害診断・技術相琴の依頼の多くは高知県内からであることから，別田全体における被害の傾向が十分把

握・推測できたとは言い難い。鑑定・調査などには日程，距離等の耐で多 くの困難 を抱えているが，各県お

2 －（2）温暖多雨地における病虫害防除技術の開発 ＊：前 保護研究室
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よび営林局・署 などとの技術的なネットワークをさらに広げなが ら，四匡I全域 を網羅 した迅速な防除体制 を

構築する努力を続けていくとともに，林業関係機関のみならず個人からの被害診断・技術相談に対しても，

積極的に対応 してい くことが必要である。

表－1． 平成 4 年度四国支所管内病虫獣害発生状況

病虫獣書名

立枯病 （スギ， ヒノキ苗畑）

ペスタロチア病 （ヒノキ苗畑）

赤枯病 （スギ）
葉さび病 （和華松）

菓さび病 （キハ ダ苗畑）
黒点枝枯病

暗色枝枯病

ならたけ病

ならたけ病

樹脂胴枯病

（ スギ）

（ スギ， ヒノキ）

（ ヒ ノキ）

（ サクラ）

（ ヒ ノキ）

漏脂病 （ヒノキ）

すす葉枯病

菓ふるい病
輪紋葉枯病

」準うどん こ

アカ マ ツ）

アカ マ ツ）

サカキ）

ウバ メ ガニリマメ ガシ）

根切虫（スギ，ヒノキ，緑化木）
スギカ ミキ リ（スギ， ヒノキ）

ヒノキカワモグリガ（スギ，ヒノキ）

コウモ リガ類 （スギ， ヒノキ）
マス ダタ ロホ シ タマ ム シ （ヒノキ）

マツ カ レハ （マ ツ ）

スギ ノハ ダニ （スギ）

ゴマ ダラ カ ミキ リ （ヒ ノキ）

ニホンキバチ （スギ，ヒノキ）
クスア ナ アキ ゾウ ム シ （シキ ミ）

シキ ミグ ンバ イ （シキ ミ）

カミキ リムシ S P ．（サ カキ）

クリオオアブラ（クヌギ）く

タマバエの一種 （クヌギ）

モツ コクハ マ キ （モ ツコ ク）

マツ枯損 （マフ類）

ノネズ ミ（スギ，ヒノキ）

ノウサギ （スギ，ヒノキ）

シカ（スギ， ヒノキ）

カモシカ （スギ，ヒノキ）

イノシシ （スギ，ヒノキ）

リス（シイタケほだ木）
キツ ツキ （ シイタケほだ木，スギ）

徳島

7 0 rげ

1 0 n f

2 nf

1 5 2 0 0

0 ．5

9 0 0 rげ

2 4 ．0

3 ．1

1 ．8

0 ．0 1

香川 愛媛 高知

1 ．0

1 0 0 0 0

＋

＋

1 ．0

十

3 ．8

0 ．2

6 1 ．7

0 ．5

3 3 ．2

3 ．5

1 2 1 2 6 3 7 8 3 6

8 6 ．6 1 6 1 ．6

8 ．9

1 3 6 ．5 2

7 3 ．9

0 ．4

2 6 ．4

参考文献

峰尾－・彦 ：四国地方における主要 な林木病害一 4 年間の病害診断の結果 －，

2 6 － 2 7 ， 19 9 2

－－爪 －－・：四国における樹病研究の現状と今後の課題，森林総研四国情報，

－－－－ －「 ・ 山崎三郎 ：最近の病虫獣害獣害の発生状況 とマツ枯れについて，

技術開発考案発表集，高知営林局，123～127，1993

山崎三郎 ：四国の森林環境と野生動物－カモシカー，森林総研四国情報，

0 ．0 1

0 ．9 3

＋

4 5 ．8

3 3 ．2

0 ．2

0 ．1

1 2 0 0 0

4 9 ．1

4 ．3

9 ．6

2 8 ．4

2 ．8

3 ．8

3 ．0

1 0 ．0

＋

3 0 ．0

1 ．0

5 ．0

1 ．0

＋

3 1 7 5

（ 単位 ：ha）

営林局

0 ．0 7

0 ．1 1

6 1 3 9

4 1 ．4 6

1 0 4 ．2 0

2 9 ．9 7

（ 含 ノウサギ）

平成 3 年度森林総研 四国年報，

9 ， 1 ， 1 9 9 2

平4 度・国有林野事業に関する

9 ， 2 ， 1 9 9 2
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高知市近郊における降雨の酸性度の現状

林地保全研究室 平井敬三・吉田桂子・三浦 覚・岩川雄幸♯

1 ． は じめ に

森林絵合研究所では平成 2 年度より酸性雨の現状と森林被害の実態解明のため，全国的に観測ステーショ

ンを設けて検討を進めている0 ここでは四国支所における取 り組みのうち，降水の酸性度を中心に平成 3 年

度お よび4 年度の 2 年間の結果について検討 した結果を報告する。

2 ．調査地 と方法

調査地 の概要 と降水の採取 および測定方法 は，前報 （平井ほか，1991 ；吉田ほか，1992） に示 した通 りで

ある0 なお・ 樹幹流については 1 降雨が30数mmを越えた場合20 L 容のポ リタンクではオーバーフロ呵するた

め，転倒升を設置 し， 自記記録計で流下量 を計測することとした。

3 ．結果および考察

（ 1）林外雨の pH および EC の頻度分布

1 降雨 ごとの林外雨 につ いて図－1に p＝，別－2に EC の頻度分布 を示 した。計測回数 は各年度 とも71回で

同じであったo pH の値 のピークは 3 年度は4・0 ～4・2の範囲にあった0 4 年度は4 ．2～4．4 と4 ．4～4．6の範囲

になったが， 3 年度 に比べ両側 に広がる傾 向がみ られた。特 に 3 年度 にはみ られなかった3．4～3．6および

3・2～3・4の範酌の低 pH 域に もみ られ・ 観測の最低値 は3・3で0・3程度低下 した （表－1）。EC は pH に対応 し，

4 年度で は高い階級に出現す る頻度が多 くなった0 3 年度 には最高値が145 〟S／cmであったものが， 4 年

度には330／∠S／印lと2・3倍の高い値がみ られた （表－1）。

（ 2）pH とEC の平均値および水素イオン負荷量の変化

表－2に pH とEC の平均値および水素イオン負荷量を示した0 各年度の平均値は， 2 年間ともpH では樹

幹流＜ 林外耐＜ 林内耐の順となり，EC ではその反対の順になった0 特に樹幹流では pH が低 く，EC は高 く

その遠いが大きかったo pH の平均値は，林外雨，林内雨，樹幹流とも2 年ともほぼ同 じで変化は小さかっ

たが・ EC の平均値 は・ 全てにおいて 3 年度に比較 して 4 年度には高 くなる傾向が認め られた0 また，pH と

雨量から求めた年間の水素イオン負荷量 は・林外耐では 3 ，4 年度 とも1100m eq ノha・yr．とほほ同程度であっ

た0 樹幹流による負荷量は2 年間とも林外耐の50ヲ‘弱と近い割合を示 したのに対し，林内雨のそれは 3 年度

は55 ％であったのに対 して， 4 年度には47％と若干その割合が低下 した。

（ 3）高知市近郊の降雨 pH の現状

当研究を含め・ 昭和60年度以降の高知市周辺の降雨の p＝について検討 した（表－3）。支所での観測以前は，

p H の値 は4 台の後半であ り（樋口ほか，1988 ；岡林ほか，1989 ；1990），年度による経時的 な変化は認めら

れない0 一方，支所での観測以降の pH は4・3 －4．4 と比較的低い値 になっている。 この原因については他の

最近の観測資料が公表されておらず，検討できないが，今後さらに多くのデータとの比較・検討する必要が

ある。 さらに，長期間のモニ タリング体制から pH の変化 を追跡 してい くことが重要である。

引用文献

樋口美和ほか ：高知県における酸性雨調査 第 3 報，高知県公害防止セ ンター所報 5 ，29～35，1988

平井敬三ほか ：ヒノキ弱齢林 にお ける土壌状態 と板系の衰退度，平成 2 年度森林絵研四国支所年報，40 ～

4 1 ， 1 9 9 1

剛林理恵 ほか ：高知県における酸性雨調査 第 4 報，高知県公害防止セ ンターー所報 6 ，29～31，1989
【 ‾ ‾ ‾ ‾ － 一 一一－－ 一 Ⅳ－ － － －一一 － h山 一 － － － － －－ －－－ －－ － t ■・・・・・・■・・・・・－－ 一 肌 － r － －【 Ⅷ － 一 －－ －－ － －一 一 I 1一 一 【

特定研究 「酸性雨等モニタリングセンターズテーション構築」 ＊：前 林地保全研究室
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岡林理恵ほか＿：高知県における酸性雨調査 第 5 報，高知県公害防止センター所報 7・ 37～41・ 1990

吉田桂子 ほか ：ヒノキ弱齢林内外における降雨の pH とE C について・ 平成 3 年度森林絵研四国支所年報・
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表一1． 酸性雨モニタリングの結果

p H

平均 （観測範囲）

3 年度 4．35 （3 ．63－5．01）

4 年度 4．31 （3 ．34－5．78）

3 年度

林外雨 4．35

林内雨 4．59

樹幹流 4 ．0 8

E C （〝 S ／ c m ）

平均 （観測範囲）

2 3 ．1 （7 ．2 －1 4 5 ．4 ）

3 4 ．5 （3 ．0 －3 3 0 ．0 ）

表－2 ． 平均 pH ，EC と水素イオン負荷量

E C

（ 〟 S ／ c m ）

水素 イオ ン負荷量

（ m e q ．／h a・y r ．）

4 年度 3 年度 4 年度 3年度 4 年寧

4 ．2 9 2 3 ．1 3 5 ．1 1 0 7 3 ．8 1 1 1 7・ 3

4 ．6 0 2 1 ．7

4 ．0 5 4 4 ．7

2 7 ．6 5 8 5 ．8 5 2 5 ．7

5 6 ．7 5 2 5 ．1 5 4 5 ．8

表－3 ． 高知市近郊の降雨 pH の変化

年度 香北町

S 6 1

6 2

6 3

越知町 高知市＊

（ 県公セ）

4 ．5 4 ．6

4 ．8 4 ．9

4 ．7

H 元 4 ．6

2 4 ．9

3

4
－－ －－－－ －－－【 ・－▲・・・▲・・【 － －一 ∬ ・・－・－一一一 －‾ユ■・・・一 仰 ▼仰

＼

＊：H 元 まで は高知市桟橋通， H 耳
＊書：高知市朝倉

l

1

8

9

5

5

4

4

高知市 ＊＊

（ 支所）

4 ．4

4 ．3

3 は高知市鴨部

支所以外は高知県公害防止セ ンターの資料 （樋 口ほか，
1 98 8 ；岡林ほか，1989 ；1990） による
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平成 4 年 度 の 研 究 業 績

4 1

研究室

支所長

造林

名

緑の持つ偉大なる治山機能

緑資源の土保全機能か らみた立地環境の評価に

関す る研究 （Ⅰ） 一六甲山系における樹木の

抜棍抵抗力に関する検討 一

地域生活基盤整備総合治山事業調査報告書 （広

島県佐伯郡湯来町）

集落防災対策稔合治山事業調査報告書（広島県

神石郡神石町）

巻頭言

治山事業の保全効果に対する評価方法の検討

一小豆地区民有林直轄治山事業の事例 一

間伐方法の異 なるヒノキ林分の成長

上層間伐後の陽樹冠表面積の変化と幹材積成長

下刈 りを省いた二段林のスギ・ ヒノキ下木の生

育状況

クスノキの枝 における茎熱収支法， ヒー トパル

ス法，元 口浸水法で測定 した蒸散流

間伐方法の遠いが間伐後の ヒノキの年希幅に及

ぼす影響

植栽密度の異なるヒノキ林分での枝打ちと成長

スギ黒点枝枯病被害林分の現存呈

著者 名

陶山 正 憲

田中 義 則

陶山 正 憲

服部 重 昭

栃木 省 二

陶山 正 憲

他4 名

栃木 省 二

陶山 正 恵

他4 名

陶山 正 恵

陶山 正 憲

川崎 達 郎

竹内 郁 雄

落合 事 仁

小谷 哲 也

仙崎 達 郎

竹内 郁 雄

落合 幸 仁

竹内 郁 雄

川崎 達 郎

森茂 太

川崎 達 郎

森茂 大

竹内 郁 雄

川崎 達 郎

竹内 郁 雄

落合 幸 仁

竹内 郁 雄

川＝暢 達 郎

森茂 大

竹内 郁 雄

落合 幸 仁

書誌 む阜」 号

林業 土 木

日林 学 会 発 論 集

㈱広 島県森 林 協会

ケ

四国林政連絡協議会

会報

日林 関 西 支 論

日林 学 会 読 要

森林 総研 成果 選 集

森林 絵研 四 国年 報

ク

ク

ク

日林 学 会 発 論 集

3 3 7

1 0 3

平． 4

ク

1 5

1 0 3

平． 3

3 3

ケ

ク

ク

1 0 3

」＿空
1 9 9 2 ． 5

1 9 9 2 ，1 0

ク

ク

1 9 9 3 ． 2

1 9 9 3 ． 3

1 9 9 2 ． 4

1 9 9 2 ． 9

ク

ク

ケ

ク

1 9 9 2 ．1 0



4 2

撃劃
造林

林地保全

平成4 年度森林稔合研究所四国支所年報

書誌 名 等

8 林 学 会 発 論 集

ク

森林 総研 四国情 報

休業 技 術

日林 関 西 支 論

ク

ケ

ク

農林水産系生態秩序

の解明 と最適制御に

関する総合研究・平

成4 年度研究報告

日生態中国・四国支

部大会読要

森林 稔研 四 匡l情 報

日林 関 西 支 論

森林総 研 四国 年報

ク

重工中二
1 0 3

一ケ

6 1 1

ク

ク

ク

3 6

3 3

ケ

1 9 9 2 ．1 0

ク

1 9 9 3 ． 1

1 9 9 3 ． 2

1 9 9 3 ． 3

ク

ク

ケ

ケ

1 9 9 2 ． 5

1 9 9 2 ． 7

1 9 9 2 ． 5

1 9 9 2 ． 9

ク

悪　　　　　　　　　　　　　 名 著　 者　 名

低 コ ス ト育 林 の事例 （Ⅰ） 下刈 りを省 いた二 段 竹 内 郁 雄

林 の造 成

低 コ ス ト育林 の 事例 （Ⅱ）下 刈 りを省 いた帯 状

川 崎 達 郎

森 茂 太

竹 内 郁 雄

更新

上 層 間伐 と残 存木 の 年宙幅

枝 打 ち を見直 す

川 崎 達 郎

森 茂 太

川 崎 達 郎

竹 内 郁 雄

竹 内 郁 雄

クヌ ギ人工 林 の り ターフ オー ル量 竹 内 郁 雄

ホ オ ノキ 人コニ林 の りター フ オール量 竹 内 郁 雄

ア ラ カシ， シ ラカ シ混交 林 の リ ターフ オー ル量 竹 内 郁 雄

ヒノキ 人工林 にお け る胸 高直 径成 長 量の 季節 変 川 崎 達 郎

化 竹 内 郁 雄

樹 冠 空間 の光 環境 の解 析 と枯 死発 生過 程 の解 明

ス ダジ イニ 次林 の 林分 構造 と林 床植 生 型

土壌 微 細形 態学 の森 林土 壌 研究 へ の応用

川 崎 達 郎

竹 内 郁 雄

松 村 直 人

平 井 敬 三

加 藤 正 樹

岩 川 雄 幸

三 浦 覚

平 井 敬 三

宕 川 雄 幸

吉 田 桂 子

加 藤 正 樹

酒 井 正 治

井 上 輝一郎

吉 田 桂 子

一森 林 土壌 を透 視 可能 に－

複層 林施 業 初期段 階に お ける表 層土壌 の移動

間伐 が表 層土 壌 の物理 性 に及 ぼす 影響

ース ギ林 とヒ ノキ林 の場 合 一

複 層林 にお ける土 壌 の物理 性

岩 川 雄 幸

平 井 敬 三

青 田 桂 了・

一久万 地 区で の 一事 例 － 岩 川 雄 幸

平 升 敬 三
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研究室

林地保全

保護

題名

ヒノキ若齢林内外 における降雨の pH と E C に

ついて

C h ar ac te ristic s of Major Soils under Lowland

D ip te roc ar p F o res t in E a st K a lim an ta n ，

I n d o n e s ia

樹幹流が林地土塊に与 える影響 （Ⅲ）

一土壌水の深 さ別pHお よび塩基動態一

「 1991年台風第17・ 19号による九州地域の森林

被害に関する現地研究会」 に参加 して

U ltiso Is of Lowland Dipter∝arpForestin East

K a lim a n t a n ， In d o n e s ia ． ⅠⅠⅠ． C la y Minerals，Free

O x id es ，a n d E x c ha n g ea b le C atio n s

高知県におけるマツノマダラカミキ リの生態

誘引剤 によるニホ ンキバチの誘引 と発生消長

（ Ⅰ）

森林病虫獣害発生情報，平成 4 年 1 ． 2 月受理

分

T h e Life History of Two Fleabeetle Species of

山eGenus，A赫 おざ（Coleoptera：Chrysomelidae），
w ith S pe c ial R efere n ce to th e A d u lt D ia p au se・

テントウノミハムシの成虫休眠 Ⅰ．摂食活動お

よび産卵活動の季節的変化

クス ア ナ ア キ ゾ ウ ム シ D yceru s orientalis

（ M otschulsky）の高知 県のシキ ミ栽培地 におけ

る加害様相 と発生経過

山崎 三 郎

井上 大 成

宮田 弘 明

牧野 俊 一

田端 雅 進

井上 大 成

井上 大 成

西村 知 記

井上 大 成

山崎 三 郎

宮田 弘 明

森

ク

疫

P roc．X Ⅸ Internat．

C o n g re ss E n to m o l．

応∈∃ 比

5 2回昆虫学会・36回

応動昆学会合同大会

講要

巻号

3 3

1 0 3

3 4（2）

3 9

ク

4 1（5）

3 6（3 ）

年月

1 9 9 2 ． 9

ク

1 9 9 2 ．1 0

1 9 9 2 ．1 2

1 9 9 3 ． 3

1 9 9 2 ． 5

ケ

ク

1 9 9 2 ． 7

1 9 9 2 ． 8

1 9 9 2 ． 9

著　 者　 名 書　 誌　 名　 等

吉 田 桂 子

平 井 敬 三

岩 川 雄 幸

太 田 誠 一

森 林 捻 研 四 国 年 報

P U SR E H U T Special

E ffendi，S ． Publication，T roplCal

田 中 永 晴 R ain F orest Re主earch

三 浦　 覚 P roject，JIC A

平 井 敬 三

加 藤 正 樹

岩 川 雄 幸

吉 田 桂 子

平 井 敬 三

太 田 誠 一

日 林 学 会 発 論 集

森 林 立 地

So il Science and

Effendi，S．

田 中 永 晴

三 浦 覚

山 崎 三 郎

峰 尾 一 彦

Plant N 11trition

日 林 関 西 支 論
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怒名

保護

経営

テントウノミハムシ属 2 種の 日周活動の比較

海岸マツ林の昆虫類（害虫と防除技術）

四国地方におけるヒノキカワモグリガの発生経

過

四国地方における主要な林木病害

－4年間の病害診断の結果－

セイヨウヒイラギ赤衣病 の発生

第4 回国際商学会議か ら

四国における樹病研究の現状 と今後の課患

四国の森林環境 と野生動物その 1，カモシカ

ホドロンによるニホンキバチの誘殺試験

自然の法則 と知恵 くらベ

魚梁瀬地方におけるシカ・ カモシカ等の分布 と

森林被害

高知市におけるマツノマ ダラカミキ リの保線虫

数と接種試験結果

最近の病虫獣書の発生状況とマツ枯れについて

A prototype expert system for a decision－ma－

k in g o f th i n n in g s c h e d u le

P C－F orestry 誌10周年に寄せて

ペルーアマゾン熱帯降雨林地域における人工林

造成のための最適伐開幅の検討

著者 名

井上 大 成

山崎 三 郎

槙原 寛

山崎 三 郎

井上 大 成

峰尾 －一彦

田端 推 進

田端 推 進

峰尾 一 彦

山崎 三 郎

山崎 三 郎

井上 大 成

山崎 三 郎

山崎 三 郎

山田 文 雄

小泉 透

北原 英 治

峰尾 一 彦

山崎 三 郎

準尾 一 彦
山崎 三 郎

松村 直 人

西川 匡 英

松村 直 人

吉田 実

年月

1 9 9 2 ． 9

ク

ク

ク

1 9 9 2 ．1 0

1 9 9 2 ．1 1

1 9 9 3 ． 1

ケ

ク

1 9 9 3 ． 2

1 9 9 3 ． 3

ク

ク

1 9 9 2 ． 4

ク

1 9 9 2 ． 5

書　 誌　 名　 等 巻号

52回昆 虫学 会 ・36回

33

ク

58 （4 ）

応動 昆学 会 合 同大会

詐要

日　 本　 の　 海 岸　 林

（ソフ トサ イエ ンス社）

森 林 総 研 四 国 年 報

ク

日 植 病 報

森　 林　 防　 疫 41 （11）

森 林 絵 研 四 国 情 報

ケ

平 4 年度病 害 虫等 防

9

ク

（2）

2

ク

平 ． 4

10 （1）

除薬剤 試験 成績 報 告

集

熱 帯 林 の 100 不思 諌

（東京 書籍 ）

日 林 関 西 支 論

ケ

国 有林 野事 業 に閲 す

る技術 触発 考案 発 表

集

P roc．of the Sym po－

Sium　 on Integrated

F orest　 M anagem ent

Inform ation S ystem s

J．of PC F orestry

日　 林 関 西 支 論 1
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研究室

経営

題 互二］二
施業標準地における直径・樹高分布の推移につ

いて

四国地方の主伐事例における収益性の検討

1 0年 目を迎えた施業標準地

齢級別直径分布 と樹高分布 の施業標準地におけ

る地域 間比較

スギ・ ヒノキの天然林材 と人口林材の素材価格

の実態調査

浅木原 ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果

十八川山スギ人工林収穫試験地の成長経過

滑床山スギ・ ヒノキ収穫試験地における間伐設

計

長伐期化に伴 う育林経営の変動態様と経営的評

価（Ⅲ） 一長伐期施業における素材価格評価

と収益性 一

森林管理情報システム

ー高度な森林管理手法 としての森林経理－

K n o w le d ge －b a se d design for supporting forest

m a n a g e m e n t p la n n in g in J a p a n

A n a ly se der Wachstumsschwankungen Mittels

d er M IT S C H E R L IC H sc h e n G le ich u n g

O v er v iew of thelong term experimentalplots

i n v e n to r y in S h ik o k u J a p a n

ネットワーク端末のユ ーザ ーレポー ト

施業標準地のデータベース作成と利用例

著 竪旦」▼

松村 直 人

宮本 知 子

松村 直 人

吉田 実

宮本 知 子

松村 直 人

宮本 知 子

松村 直 人

吉田 実

松村 直 人

吉田 実

松村 直 人

吉田 美

校村 直 人

吉田 実

松村 直 人

吉田 実

松村 直 人

西川 匡 英

松村 直 人

他3 名

鈴木 太 七

松村 直 人

松村 直 人

松村 直 人

松村 直 人

宮本 知 子

書誌 名 阜」＿

日林 関 西 支 論

森林 総研 四 国情報

ク

森林 総 研 四国年 報

ケ

ク

ク

ク

日林 学 会 発 論 集

森林計画研究会会報

P ro c．o f IU F R O Con－

f e r e n c e 1 9 9 2 In t e g －

r atin g Forest In－

b rm a tion O v e r S pa ce

a n d Time

S F F U G Sauerlander

V e rlag

P ro c ．o f IU F R O Cen－

t e n n ia l 1 9 9 2 S 4 ．0 1 ：

R es ea rch on Growth

a n d Y ield w ith E m p h －

a sis o n M ix ed Stan d s

J ．o f P C F ore stry

日林 関 西 支 論

巻号

ク

3 3

ク

ケ

ク

ク

1 0 3

3 4 8 ／3 4 9

1 0（3 ）

4 5

竺生」

1 9 9 2 ． 5

1 9 9 2 ． 7

ク

1 9 9 2 ． 9

ク

ク

ク

ク

1 9 9 2 ．1 0

ケ

1 9 9 2 ．1 2

ク

ケ

1 9 9 3 ． 1

1 9 9 3 ． 3
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平成 4 年度受託研究調査

4 7

平成 4 年度の主催行事

「 広葉樹林 に関する類型化 と保育技術」研究推進会議
四国地区林業技術開発会議
糾国支所研究発表会
林業研究開発推進四国ブロ ック会議
研究間監 ⅩⅦ研究検討会
研究間患 ⅩⅦ研究推進会読

専門家派遣

年吏（麺了二j
森茂太

（ 造林研究室）

研修生受入れ

1

国

期間

4 ．3 ．1 1 ～ 6 ． 3 ．1 0

研修甲寧＿＿」 ＿＿＿▼空

二重垂吏⊥

L

際協

派遣 先

L

二二二を二」二
こw l

パプアニ ューギニア

イン ドネ シア

務

4 ． 4 ． 9

4 ． 5 ． 2 0

4 ． 5 ． 2 1

4 ． 1 0 ． 6

5 ． 2 ． 1 6

5 ． 2 ． 2 6

力

四国支所
高知 グリーン会館
高知 グリーン会館
高知鷹匠苑
四国支所
凶国支所

J 革畢負担

インドネシア熱帯降雨林
研究計画 （フェーーズ 2 ）

＿」

J IC A

氏名

B e n ja m in V a li

期間

4 ．1 2 ． 7 ～ 4 ．1 2 ．9

Ⅰ車重奉二
1 ＿撃墜堅

用　　　　 務
担　　　　　 当　　　　　 者

工垂
所　　 属 氏　　 名 用務先

湯来地区地域生活基盤整備稔 （社）広 島県森林協会 支所長 陶山 正憲

竹内 郁雄

広島県 4 ．7 ．7
合治山事業現地調査指轟 湯来町 ～4．7 ．9

早明浦ダム周辺森林整備事業 （財う林業土木 コンサ 造林研 高知県 4 ．1 1．17
調査指導 ルタンツ 連調室 浦島　　 勝 土佐町 －4． 11．18

山腹荒廃地の復旧及 び流出防 （財）林業土木施設研 支所長 陶山　 正憲 熊本県 4 ．11 ．24
止施設等 に蘭する調査指導 究所 県下 －4．11．2 7

大方町入野松原 まつ くい虫防
除についての講師

民有林直轄治山調査指導

高知県大方町 保護研 山崎　 三郎 高知県
杢 方町

4 ．1 1．25

（財）林業土木 コンサ
ルタンツ

巨 所長 陶山　 正憲 高知県
大豊町

4 ．12 ．10

～4．12．12

山腹工実施箇所における在来 （財）林業土木 コンサ 支所長 陶山　 正憲 高知県 4 ．12 ．17
植生’の侵入調査指導 ルタンツ 経営研

林地保全研
吉田　 実
蔓準　 覚

馬路村 －4．12．18

山腹工実施箇所における在来 （財）林業土木 コンサ 林地保全研 三浦　　 覚 高知県 4．12 ．21
植生の侵入調査指導 ルタンツ 平井　 敬三 声路村 ～4 ．12．2 5

山腹工実施箇所における在来 （財う林業土木コンサ 林地保全研 三浦　　 覚 高知県 5．1 ．26
植生の侵入調査指導 ルタンツ 平井　 敬三 馬路村 －5 ．1．29

山腹コニ実施箇所における在来 （財）林業土木コンサ 支所長 陶山　 正憲 高知県 5．1．28
植生の侵入調査指導 ル タンツ 馬路村 ～5 ．1．29

シイタケほだ木の被害調査及 高知県林業試験場 保護研 山崎　 三郎 高知県 5．1．20
び加害鳥獣捕獲指導 井上　 大成 大正町 ～5 ．1．2 1

シイタケほだ木の被害調査及 高知県林業試験場 保護研 ＿ご竺 ▼旦 高知県 5．3 ．2
び加害鳥獣捕獲指導 大正町

シカ ・カモシカ生態調査指導 馬路村商工会 保護研 山崎　 三郎 高知県
馬路村

5．3 ．15

～5 ．3．17
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固定 試 験

暫定試験地

名

三二巨
研究 項 目

打ち繰 り返 し林分の林分構造の解析

1 車車［
1 ▼ぞ【竺1

林小 班

6 ．ろ

整 理

←董 号＿

試　　　 験　　　 地　　　 名
‾　　　　　　　　　　 【　　　　　　　　　 ■■■■■■■‾■■‾‾■■■■■■▼‾■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■‾■■■→‾←‾‾一‘－‾‾■▼‾　　　　 【　　　 ■一－－■■■－・－■■■■■■■■－・－′止・－・・・一－－・－▲・・・・【－－－－・・・・－一一－－－－・・・・・・・－・－－・・・■・－・－・・・・▼－・・・－－－－・－、←1－－一－－・■一－－・－－－－・・－－・・・・・・－　　　　　 －－－－－　 －一一－、－－一一－▲▲－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・1－・・－1

研　　　 究　　　 項　　　 目 営 林 署　　 林 小 姓

1 千 本 U l天 然更 新試 験 地 ス ギ択 伐天 然更 新地 に お ける更 新法 の評価 魚 梁 瀬　　　 65 ．は

2 小 屋敷 山天 然 更新 試験 地 ス ギ択伐 天 然更新 地 にお り る更新 法 の評価 魚 梁瀬 54 ．は

3 滑床 山Iヒノキ人 工林 収 穫試験 地 人工林 の構 造 解析 宇和 島 72 ．る

4 滑床 山 スギ 人工 林収 穫 試験 地 人工林 の構 造 解析 宇和 島 61．る

5 一 ノ谷 山 スギ人ユニ林 収穫 試験 地 人 工林 の構 造解 析 魚梁 瀬 100 ．ろ

6 西 又 東又 山 スギ 人工林 収 穫試験 地 人工 林 の構 造解 析 魚 梁 瀬 128 ．ほ1・ほ2

7 下 ル川 山 ヒノキ人 工林 収積 読験 地 人工 林 の構造 解析 窪　 川 15 ．に

8 浅 木原 ス ギ人工 林収 穫 試験 地 人ユニ林の 構造 解析 高　 松 55 ．ほ

9 浅木 原 ヒノキ人 工林 収穫 試験 地 人工林 の構 造解 析 高　 松 55．ほ

19 黒 森 山連 続施 肥試 験 地 一斉林施業が土壌の物理的性質に与える影響の解明 本　 山 96 ．は

35 中 ノ川 山スギ 人工 林 収穫試 験 地 本　 山人工 林 の構 造解 析 95．は・98．は

39 二 投林 道成 試験 地 ス ギ， ヒノキニ段 林 下木 の形 質 の解 明 民 有林 久万町不二峰

40 奥足 川 山 ヒ ノキ人工 林 収穫 試験 地 人工 林 の構造 解析 宿　 毛 26 ．い

43 西 ノ川 山 ヒ ノキ人コニ林収 穫 試験 地 人工林 の構 造 解析 西　 条 20 ．ほ

47 松 山ス ギ非督 伐 人1 更新 試験 地 忘 三 芸 竺竺 ？竺 竺 一 －▼－一－－」
松　 山 65 ．ぬ ・る

49 下 ル川 山 ス ギ人工 林収 穫 試験 地 窪　 川 15．は

50 十 八川 山 スギ 人コニ林収 穫試 験 地 人工 林 の構 造解 析 清　 水 72．に

51 大正 枝 打 ち試験 地 枝打 ち繰 り返 し林 分 の林 分構 造 の解析 大　 正 86 ．に

54 津 島枝打 ち就験 地 枝 打 ち繰 り返 し林 分 の林 分構 造 の解析 県 有林 11．ろ
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平成 5年 5 月訂正

4 9

地覧 表

樹

ヒノ キ

種

］笥
設定

一年壕▼

5 6 H ．5

今後 の 調 査 計 画

H ．5 年度調査
」

画
b 1

5 5

担当

軽重室

造林

L

l

備 考

H ．元年に研究項目変更

頂 【lW ‾‾‾：ご‾‾‾l：【‾首 】 ］‾面療‾こ
ha

設定
年度

堅了亨「 一石 盲 ‾‾高二車 重 互 二 ‾二J■】画面▼‾
b¶

‾垣‾‾‾‾当
研究室 備　　　　　 考

スギ，ヒノキ，モミ，ツガ

スギ，ヒノキ，モミ，ツガ，広葉樹

享1 ＿ヲ■」

i土

T ．14 H ．40 H ．7 年皮調査，以後 5年毎調査 105

105

経営

経営

H ．3 年に研究項目変更

ク14
」

7　　 〃　　　　　　　　 ク

ヒノキ　　　 1
0．88 S ．6

【て＿＿＿一l

ク

〃

〃

11　 ク　　　　　　　　 ク 175 経営 S ．60年に研究項目変更

スギ 1．00 6 11　　 〃　　　　　　　　 ク 175 経営 ク

ク

ク

〃

ク

ケ

H ．元 ク

スギ　　　 1
1．40 34 7 年度調査，以後 5年毎調査 105 経営

告 二 ］
1．32 35

36

7　　 〃　　　　　　　　 ク 105 経営

3．86
二∃

6　　 ケ　　　　　　　　 ク 70 経営

スギ 5．30 39 ク

▲‾‾‾□

8　　 ク　　　　　　　　 ク 170 経営

5．23

0．78

40

34

一三叫

⊥ ヲ三

経営ヒノキ

スギ，ヒノキ

8　　 ク　　　　　　　　 ク

」
5　　 ク 林保

スギ
‾う司

41
401

7　 ク　 ，以後 5 年毎調査 55
▼竺む

S ．60　　 ク

スギ．ヒノキ 0．20 43 12 7　　 〃　　　　　　　　 ク 95 造林 H ．元　　 ク

ヒノキ 11．74 44
［ ≡

8　　 ク　　　　　　　　 ク
」ご ‥【

経営 S ．60　　 ク

ヒノキ 14．81 46 9　　 ク　　　　　　　　 ク
L ＿竺00

経営 ケ

スギ 6．82
二司 二 ＿そ二 二一瓜 二 ．＿＿＿一【 ⊥

120 造林 H ．元　　 ク

スギ 2．80 47 40 9　　 ク　　　　　　　　 ク 70 経営 S ．60　　 ク

スギ 1．42 48 ク 8　　 ク　　　　　　　　 ケ 160 経営
＿ 二 ＿肝 」

スギ・ヒノキ　 」
2．51

5」
5 5　　 ク 80 造林 H ．元　　 ク

ヒノキ　　 ＿ J
0．30 61

L ▼二一▼，
5　　 〃 180 造林 ク
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気 象観 測

（ 平成 4 年 1 月－ 4 年12月）

億

5 1

▼トニニ
気

均

高

平

最

温

均

低

平

最

（ ℃）

極

最高（起 日）

値

湿度（％）

平均

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

計

平均

最近10年間平

（，8 3 ～ ，9

＿＿」

到

7 ．2

6 ．4

1 1 ．5

1 5 ．6

1 8 ．8

2 1 ．0

2 5 ．6

2 6 ．2

2 3 ．5

1 8 ．3

1 3 ．2

8 ．8

1 6 ．3

1 6 ．6

1 3 ．2

1 2 ．2

1 5 ．7

2 1 ．6

2 4 ，5

2 5 ．6

3 0 ．4

2 9 ．8

2 8 ．5

2 4 ．3

1 9 ．3

1 4 ．8

2 1 ．7

∵1

2 ．5

1 ．1

7 ．7

1 0 ．1

1 3 ．6

1 7 ．2

2 1 ．7

2 3 ．4

1 9 ．4

1 3 ．8

8 ．5

3 ．8

1 1 ．9

1 2

1 8 ．8 （2 9 ）

1 8 ．5 （2 7 ）

2 0 ．8 （3 1 ）

2 6 ．9 （2 9 ）

3 0 ．7 （ 4 ）

2 9 ．7 （ 3 ）

3 4 ．7 （2 9 ）

3 3 ．5 （ 9 ）

3 4 ．2 （ 5 ）

3 0 ．4 （ 2 ）

2 4 ．1（ 4 ）

2 0 ．3（2 8 ）

江

最低（起 日）

2 ．5 （1 9 ）

－2 ．5 （2 2 ）

1 ．2 （ 7 ）

3 ．1（ 14 ）

6 ．7（ 3 ）

1 4 ．4 （ 2 ）

1 6 ．8 （ 1 ）

2 0 ．7 （ 4 ）

1 1 ．1（2 8 ）

7 ．1（2 6 ）

0 ．8 （2 7 ）

－2 ．1（2 5 ）

6 7 ．2

6 0 ．9

7 6 ．1

6 6 ．5

7 1 ．6

8 0 ．9

8 4 ．4

8 8 ．1

7 9 ．4

7 5 ．3

7 3 ．7

7 0 ．4

7 4 ．

⊥

7 4 ．4

」

降水量

（ m m ）

4 3 ．5

2 6 ．0

3 18 ．5

2 0 1 ．0

2 0 2 ．0

2 8 9 ．5

8 8 ．5

7 8 6 ．5

2 5 9 ．5

1 5 7 ．0

5 1 ．5

1 6 4 ．0

2 5 8 7 ．5

2 4 7 5 ．7

観測 地 点 森林総合研究所四国支所

北緯 33032′09”

東経 133028′54”

海抜高 50m
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平成 5 年 度 の 研 究 課 題（平成5年4月現在）

研究問題 XⅦ 豪雨急傾斜地域における森林施業技術の体系化
，‾， 「 ‾ － － － － － － － －T ・【 一っ h － － － ▼・▼ ・－ － 【l ＿＿′ ＿

究課

1・ 環境保全的森林施業技術の向上

（ 1）森林施業 と土壌保全効果 との関係解明

①一斉林施菓が地表侵食に与える影響の解明
a －‾・斉林施業が地表侵食に与える影響の解明

b 林地管理の粗放化に伴 う土壌保全機能の変動評価

②一斉林施業が土壌の物理的性質に与える影響の解明

a 一斉林施業が土壌の物理的性質に与える影響の解明

③施業が土壌の水分動態に与える影響の解明
e 常緑広葉樹林の再生過程における土壌水分条件の役割

⑥複層林施業による土壌保全効果の解明
a 複層林施業による地表保護効果の解明

b 四万十川流域の森林資源管理に関する基礎研究

（ 2） スギ・ ヒノキ等複層林施業技術の開発

①スギ，ヒノキニ段林下木の形質の解明
a スギ， ヒノキニ段林下木の形質の解明

C 二段林施業が林木の水分生理に及ぼす効果の解明

2・ 高度に人工林化 した地域における林業経営技術 の向上

（ 1）高生産力林地におけるスギ・ ヒノキ林の施薬技術 の改善

②枝打ち繰 り返 し林分の林分構造の解析
a 枝打 ち繰 り返 し林分の林分構造の解析

④人工林の構造解析 ．
a 人工林の構造解析

担当
研究室

林地保全研

林地保全研

林地保全研

林地保全研

造林研

林地保全研

林地保全研

造林研

保護研
経営研

造林研

造林研

造林研

経営研

（ 研究推進責任者 ：陶山 正憲）

（ 課題責任者）
課題担当者

（ 陶山 正憲）

（ 森貞 和仁）

三浦 覚
森貞 和仁

吉田 桂子

平井 敬三

三浦 覚

森貞 和仁

吉田 桂子
平井 敬三

吉田 桂子

森貞 和仁

三浦 寛

平井 敬三

三
仁

子
覚

郎

武

雄

敏

和

桂

達

郁

井

貞

田

浦

崎

井
内

平

森

吉

三

川

酒
竹

森貞 和仁

吉田 桂子

三浦 寛

平井 敬三

森貞 和仁

ほか各研究室
貞

（ 竹内 郁雄）

竹内 郁雄

川崎 達郎

酒井 武

川崎 達郎

竹内 郁雄

酒井 武

（ 陶山 正憲）

（ 竹内 郁雄）

竹内 郁雄

川崎 達郎

酒井 武

松村 直人

吉田 実

研究年度

元一 5

4 ～ 6

元一 5

5 － 7

3 － 7

5 － 6

元一5

2 － 6

元一 5

6 3 ～ 9

予算区分

経常

特別

〔 中山間保全〕

経常

大型別枠

〔 生態秩序〕

経常

指定

〔 土砂涜亡〕

指定

〔 四万十川〕

経常

経常

経常

経常

指定

〔 人工林収穫1 〕
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究課

C 分・布モデルによる収穫予測技術の開発

（ 3）温暖多雨地における病虫害防除技術の開発

①キバチ類の生態と被害解析
b モニタリングによるキバチ等材質劣化害虫の分布調査

③食葉性害虫の発生株構と個体群動態の解明
b 特用広葉樹 を加害する昆虫の生態の解明と被害解析

（ 彰ヒノキ樹脂胴枯病の生態 と発生機構の解明

C ヒノキ樹脂胴枯病菌の病原性

⑥マツノマダラカミキリ寄生性糸状菌の新利用法の開発
b 四国地方における枯損動態 と防除効果の評価

⑦病虫獣害発生情報の収集と解析
a 病虫獣害発生情報の収集 と解析

C 林業生産を阻害する野生動物の生態の解明

d 四国地方のシか カモシカによる林木被害軽減技術の確立

（ 3）施業形態の多様化傾向下における林業経営技術の改善

（ 丑施業形態の特性評価 と施業の体系化

C 森林継続調査法による長伐期林分情報の整備方式の開発

③スギ択伐天然更新地における更新法の評価
a スギ択伐天然更新地における更新法の評価

b スギ択伐天然林 における保続計画技術の検討

研究問題Ⅳ 森林環境形成機能の解明と評価

研究 課

2 ．人間活動によって生 じる環境インパクトの森林への影響評価

（ 1）大気汚染等の森林生態系への影響評価

③大気汚染等の森林に与える影響の評価
b 酸性雨等モニタリングセンターステーション構築

－「四国 ヒノキ林における森林環境の解析－

担当
研究室

経営研

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

保護研

経営研

経営研

経営研

林地保全研

担当
研究室

環境・科長

造林研

林地保全研

保護研

経営研

除〕

脂病〕

法〕

（ 研究推進責任者 ：藤森 隆郎）

（ 課題責任者）
課題担当者

（ 堀 田 庸）

竹内 郁雄

ほか各研究貞

研究年

ヰ

2 ～ 6

予算区分

特定

〔 モ ニ タ リング〕

（課題責任者）
課題担当者

研卓 」

一　 予算区

松村 直人

（山崎 三郎）

山崎 三郎
井上 大成

井上 大成
山崎 三郎

F i端 推進

山崎 三郎

5 －7

4 ～6

4 －6

5 ～6

4 －8

元～9

4 －6

4 ～ 6

3 ～ 7

3 ～ 5

経常

経常

経常

経常

特定
井上　 大成 〔生物的防

山崎　 三郎 経常
井上　 大成 指定
田端　 雅進 〔ヒノキ漏

山崎 三郎
井上 大成

山崎 三郎

（吉田 実）

松村 直人

経常

指定
〔被害軽減

技発
吉田　　 実 〔継続調査

吉田　　 実 経常

松村　 直人 5 － 6 指定
吉田 実
森貞 和仁
三浦 覚
平井 敬三

〔スギ択伐
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昭和14年 7 月

昭和22年12月

昭和26年12月

昭和29年 3 月

昭和34年 4 月

昭和34年 7 月

昭和38年 4 月

昭和39年 4 月

昭和63年10月

沿革

治山治水，砂防造林等に関する試験を行うため，大正試験地を設置。

高知営林局の試験調査部門 と大正試験地を統合・ 編成換 えし，林業試験場高知支場 として

同営林局内に併を。

造林，経営，土壌の 3 研究室 と庶務課を設置。

大正試験地を廃止。

保護研究室 を設置。

高知支場 を四国支場 と改称。支場長は専任 となる。

調査室を設置。

新庁舎 （現在地）への移転完了。

組織改編 により森林給合研究所担q匝1支所 となる。調査室 を連絡調整室，土壌研究室 を林地

保全研究室 と改称。

歴代の支所長名 （発令 日）

初代 農 林 技 官

2 代 〃

3 代 ク

4 代 ク

5 代 ク

6 代 ク

7 代 〃

8 代 〃

9 代 ク

1 0代 ク

退職 4 ．10 ．1

5 ．1 ．1 6

5 ．2 ．1

定年退職 5 ．3 ．31

ク

ク

転出 5 ．3 ．22

5．4．一1

5 ．7 ．1 6

後藤 克人（昭和22 ．12．1 ）

金井 彰（ ク 23 ．7 ．16）

佐治秀太郎（ ク 24．9 ．29）

中川久美雄 （

長井 英照 （

片山 佐又 （

渡辺 録郎 （

福別 秀雄 （

岩川 盈夫 （

奈良 英二 （

職員

岩川

藤本

宮本

峰尾

宮本

高橋

西村

福島

浦島

〃2 7 ．3 ．3 1 ）

ク2 9 ． 6 ．2 1 ）

ク3 1 ． 4 ．1 6 ）

ク3 4 ． 7 ． 1 ）

ク4 1 ． 4 ． 1 ）

1 1代 農 林 技 官 大西 孝（昭和47 ．4 ．1 ）

1 2代 ク 森下 義郎（ ク 48．4 ．1 ）

1 3代 農林水産技官 伊藤 敵（ ク 55．4 ．1 ）

1 4代 ク

1 5代 ク

1 6代 ク

1 7代 ク

1 8代 ヶ

原田 洗（ ク 56．4 ．1 ）

辻隆道（ ク 57．4 ．1 ）

久保 曹茂（ ク 61．4 ．1 ）

脇孝介（ ヶ 63．4 ．1 ）

佐々木 紀（ ク 63．10 ．1 ）

ク43 ．3 ．23） 19代 ク 陶山 正憲（平成 3 ．8 ．1 ）

ク4 6 ． 9 ．1 6 ）

の異 動（4 ．9 ．2 ～5．9 ．1）

雄幸 林地保全研究室長

幸裕 庶務課長

知子 経営研究室

一彦 保護研究室長

倫仁 連絡調整室

出世 連絡調整室

覚庶務課庶務係長一 関西支所庶務課課長補佐

玲庶務課庶務係→高知営林局

勝連絡調整室長一東北支所経営部長
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転5 ．1 ．16

5 ．2 ．1

5 ．3 ．2 2

ク

〃

内部異動 5 ．3 ．31

5 ．4 ． 1

5 ．7 ．1 6

農林 水 産 省 林 野 庁

森林 総 合 研 究 所

（ 茨城県茎崎町）

篠井

森貞

村田

酒升

徳男

和仁

毅

武

田端 雅進

福島 玲

山崎 三郎

竹内 郁雄

庶務課長一本所総務部用度課課長補佐

林地保全研究室長一九州支所主任研究官

庶務課庶務係長一本所総務部庶務課共済組合給付係

造林研究室一本所生産技術部育林技術科更新機能研究室

保護研究室一一関西支所保護部樹病研究室

庶務課庶務係一一連絡調整室

保護研究室長一保護研究室

連絡調整室長一一造林研究室長

四国 支 所 の 機・構

北海道支所 （札幌市）

東北 支 所 （盛岡市）

一関 西 支 所 （京都市）

一四 国 支 所 － －－Ⅶ〟

陶山 正憲

ー庶務課 ■ 一－－－－－－－ 一一

篠井 徳男

連絡調整室

竹内 郁雄

造林研究室

（ 兼）陶山 正憲

林地保全研究室

森貞 和仁

保護研究室

山崎 三郎

」経営研究室

吉田 実

一九 州 支 所 （熊本市）

－多摩森林科学園（八王子市）

（ 平成 5 年 9 月 1 日現在）

庶務係

村田 毅，山本 岳入

野村 匡

（ 兼）高橋来見男

会計係

杉本 育己，山本 加代

藤原 拓也

溝渕 照江，高橋来見男

弘田 孝行

川崎 達郎，酒井 武

（ 海外派遣）森 茂大

書田 桂子，三浦 覚

平井 敬三

田端 雅進，井上 大成

松村 直人
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気象観測点
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四国支所敷地及び実験林等

敷地 面 積

実験林

／

苗畑

実験林 J

民有地

⊂⊃

四国支所案内図

一度

高知大 学

国造56号穀

下松山 国退33号枚

国立桶邑こ

西城 山

四国

／ご一意 書 トン ネル

孔桝柵

大谷 口

捷
川！

q

（：

苗畑

叫

宙畑

誰簸
一一－‘叫 －

林

知城

庁

樹木園

F J

樹木園

宿舎敷

高知駅 クて
モ：：さ、

ハリマヤ墳

ヤ拓知港

土誇線 朝倉駅下車
県交通バ ス

（

高岡行

仁野行

宇佐行
針木行 ）

大谷口寸‾車

7 ．6 5 h a

庁舎 ・ 宿 舎 敷 ， 1．29 ha

実験林・樹木園・苗畑・ その他 6．36 ha

N
ム
1

1
0004

庁舎敷

〕

＆
肥土ク

覧
苗畑
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